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お客様へのご注意

本機器の設置、構成、および操作に関する本書の内容と本書に掲載されている参考資料の内容に目を通して
から、本製品の設置、構成、操作、保守を行なってください。本製品のユーザは、関連するすべての規約、
法規、および規格の要求事項だけでなく、設置と配線の手順も十分に把握している必要があります。

設置、調整、運用開始、使用、組立、分解、保守などの作業は、適切な訓練を受けた作業員が適切な実施基
準に従って実施する必要があります。

製造元が規定していない方法で本機器を使用すると、本機器の保護機能が低下することがあります。

Rockwell Automation, Inc. は、いかなる場合も、本機器の使用または適用により発生した間接的または派生的

な損害について一切の責任を負いません。

本書で使用した図表やプログラム例は内容を理解しやすくするためのものであり、その結果としての動作を
保障するものではありません。個々の用途については数値や条件が変わることが多いため、当社では図表や
プログラム例に基づいて実際に使用した場合の結果については責任を負いません。

本書に記載されている情報、回路、機器、装置、ソフトウェアの利用に関して特許上の問題が発生しても、
当社は一切責任を負いません。製品改良のため、仕様などを予告なく変更することがあります。

Rockwell Automation, Inc. の書面による許可なく本書の全部または一部を複製することは禁じられています。

本書を通じて、特定の状況下で起こりうる人体または装置の損傷に対する警告および注意を示します。

装置上、または装置内にあるラベルは、特別な注意事項に関するものです。

Allen-Bradley、Rockwell Software、Rockwell Automation、および TechConnect は、Rockwell Automation, Inc. の商標です。

Rockwell Automation に属さない商標は、それぞれの企業に所有されています。

警告：本書の「警告」は、人身傷害または死亡、物的損害、または経済的損失の原因となる可能
性がある、危険な環境での爆発を引き起こす可能性のある操作や状況に関する情報を示します。

注意：本書の「注意」は、人身傷害または死亡、物的損害、または経済的損失の原因となる可能
性がある操作や状況に関する情報を示します。危険を示し、危険を防止し、結果を認識する助け
となるよう注意を促します。

重要 本書の「重要」は、製品を正しく使用および理解するために特に重要な事項を示します。

感電の危険 : 危険な電圧が発生する恐れがあることを警告するために、ドライブやモータなどの
装置または装置の内部にラベルを貼っています。

やけどの危険：表面が危険な温度に達する恐れがあることを警告するために、ドライブやモータ
などの装置または装置の内部にラベルを貼っています。

アーク閃光の危険 :  モータ・コントロール・センタなどの装置上、または装置内にあるラベルは、

閃光アークなどが発生する可能性があることを警告します。閃光アークにより、重傷または死亡
に至る恐れがあります。適切な保護具 (PPE) を着用してください。作業の安全と保護具 (PPE) に
必要な規制要件を順守してください。
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はじめに

はじめに 本書では、PowerFlex 6000® 高圧可変周波数ドライブに関する日常的または

定期的な作業を管理するための手順を記載しています。

本書の対象読者 本書は、高圧およびソリッドステート可変周波数ドライブ装置の操作を十分
に把握している作業員を対象としています。本書の記載内容を理解すると、
ドライブシステムの操作と定期保守ができるようになります。

本書に記載されてい
ない内容

本書の情報は、PowerFlex 6000 高圧可変周波数ドライブの保守の範囲に限定

されています。本書に記載されていない情報は以下の通りです。

• お客様のご注文に合わせて作成された寸法図と電気配線図

• お客様のご注文に合わせて編集された予備部品リスト

PowerFlex 6000 ドライブに関連する追加の製品詳細または手順については、

以下の資料を参照してください。

• 『PowerFlex 6000 Medium Voltage Variable Frequency Drive Shipping, 
Handling, and Installation Instructions』(Pub. No. 6000-IN006x-EN-P)
この資料には、PowerFlex 6000 高圧ドライブの物理的な荷降ろし、移動、

および設置の実行手順が記載されています。

• 『PowerFlex 6000 Medium Voltage Variable Frequency Drive Commissioning 
Manual』(Pub. No. 6000-IN007x-EN-P)
この資料には、PowerFlex 6000 高圧ドライブの立上げに関する情報が記載

されています。

ロックウェル・オートメーションでは、注文処理期間中に各ドライブに関す
る現場と設置場所に固有の電気設計情報を提供しています。ドライブを設置
した現場の情報を入手できない場合は、当社または当社代理店までお問い合
わせください。

参考資料 以下の資料には、ロックウェル・オートメーションの製品に関する追加情報
が記載されています。

以下のサイトから各資料を参照またはダウンロードすることができます。
http:/www.rockwellautomation.com/literature/
技術資料のハードコピーをお求めのお客様は、当社または当社代理店までご
連絡ください。

資料 説明

Industrial Automation Wiring and Grounding 
Guidelines ( 配線と接地に関するガイドラ
イン ) (Pub.No. 1770-4.1)

ロックウェル・オートメーションの産業
用システムの設置に関する一般的ガイド
ラインが記載されています。

「製品認可」の Web サイト：
http://www.ab.com

適合宣言、認可、その他の証明書の詳細
が記載されています。
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はじめに
一般的な注意事項

サービスとサポート 立上げのサポート

ロックウェル・オートメーションには、PowerFlex 6000 製品ラインの設置後

の立上げ作業を実施する責任があります。当社または当社代理店に連絡し
て、立上げを手配してください。

ロックウェル・オートメーションは以下のサポートを提供しています ( ただ

し、これらに限定されません )。

• 現場での製品の始動に関する見積りと管理

• 現場改修プロジェクトに関する見積りと管理

• お客様の社内および現場での製品トレーニングに関する見積りと管理

ユーザまたはその代表者には、立上げ前の作業として、立上げを行なうドラ
イブを準備する責任があります。立上げ手順の前にこれらの作業を完了して
いないと、ドライブの始動が遅れることになります。『PowerFlex 6000 
Medium Voltage Variable Frequency Drive Shipping, Handling, and Installation 
Instructions』 (Pub.No. 6000-IN006x-EN-P) に掲載されている立上げ前のチェッ

クリストを参照してください。

注意：このドライブには、静電気による損傷を受けやすいコン
ポーネントやユニットが使われています。それらの据付け、試験、
保守、または修理をする際には、静電気に対する防止措置をとら
ないと、コンポーネントが損傷する恐れがあります。

この予防措置については、アレン・ブラドリーの技術資料
『Guarding Against Electrostatic Damage』(Pub.No. 8000-4.5.2)、
または静電気対策について説明したその他のハンドブックを参照
してください。

注意：ドライブの適用や据付けが不適切であった場合は、コン
ポーネントが損傷したり、製品寿命を短めたりすることがありま
す。配線ミスやモータの容量の不足、不適切な電源または電源容
量不足、または異常な高温での使用のどの適用ミスは、システム
の不具合の原因となる可能性があります。

注意：PowerFlex 6000 可変周波数ドライブ (ASD) とそれによっ

て駆動される機械について十分な知識をお持ちの方が、本システ
ムの据付け、立上げ、調整、および保守に関する計画と実行に携
わるようにしてください。そうでない場合、人身事故や機器の損
傷を引き起こす恐れがあります。
8 Pub.No. 6000-UM001B-JA-P - October 2014
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第 1章

概要

アレン・ブラドリーの PowerFlex® 高圧ドライブは、効率性と信頼性に優れ

たモータ制御を実現しており、業界で最も厳しい品質基準が求められる用途
に対応していることから、世界中で高い評価を得ています。ユーザは、生産
効率を最適化するように設計されたハードウェアや、ネットワークに接続さ
れた制御プラットフォームの能力など、システムから貴重な情報をすばやく
簡単に入手できます。有益な情報の取得は、資産稼働率の向上、光熱費と維
持費の削減、資産保護と人員保護につながり、最終的に投資利益が増加し、
十分な純利益が確保されます。用途分野に関係なく、また要件が単純であっ
ても複雑であっても、PowerFlex 高圧ドライブから最適な解決策がもたらさ

れるはずです。

安全に関する注意事
項

ドライブの保守やコンポーネントの交換を実施する前に、そのドライブの入
力電源に電力を供給している装置のロックアウトとタグアウトを行なってく
ださい。入力装置キャビネットのドアを開いた後すぐに、高圧用手袋を着用
し、活線工具 ( ホットスティック ) を使って、ドライブに電力を供給してい

る出力電源ケーブルのテストを実施します。ドライブ上の入力ライン電源
ケーブルの接続で活線工具 ( ホットスティック ) を使ったテストを繰返し実

施して、高電圧が存在しないことを確認します。一定の期間にわたって電荷
が保持されている可能性のある高圧部に連結されたコンデンサには特に注意
が必要です。これ以降の作業は、ドライブ機器が絶縁状態かつ非通電状態に
あることを確認した後でしか実施してはなりません。ドライブへの入力が開
いている場合でも、危険な電圧がまだ残っている可能性があります。

国内と現地の安全ガイドラインを参照して、機器をあらゆる危険から安全に
保護する詳細な手順を確認してください。

感電の危険：通電中の産業用制御機器の取り扱いには常に危険が
伴います。感電や発火、制御機器の予期しない動作により、重傷
を負う恐れがあり、場合によっては命を落とすこともあります。
入力サーキットブレーカがオフの位置にある場合でも、ドライブ
キャビネットに危険な電圧が残っている可能性があります。通電
中の制御機器の近くで作業しなければならない場合は、Electrical 
Safety Requirements for Employee Workplaces ( 従業員の作業場に

おける電気的安全基準 ) に記載された安全に関する作業実施要領

を遵守する必要があります。作業に取り掛かる前に、必ずシステ
ムをロックアウトし、潜在的な危険がないかを点検してください。

注意：電気機器を安全に設置して取り扱う方法が国内と現地の電
気工事規定に記載されています。機器の設置は、電線の種類、導
体のサイズ、分岐回路の保護装置と遮断装置に関する仕様書に
従って実施する必要があります。この通りに実施しないと、人身
傷害や機器損傷につながる可能性があります。
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第 1 章 概要
環境条件 • 高度は海抜 1000m (3250 フィート )(1) 未満でなければなりません。

• 周囲温度は 0 ～ 40°C (32 ～ 104°F)(2) でなければなりません。

• 相対湿度は 90% 未満 ( 結露なきこと ) でなければなりません。

• このドライブは屋内に設置する必要があるため、室内に水滴が発生した
り、その他の液体が侵入することがないようにしなければなりません。

• 清浄な冷却空気が必要であり、砂、腐食性または導電性のある粉塵 (IEC 

721-1 の規定によると、0.2mg/m3 未満の粉塵 )、可燃性のガスが大量に混

じっていてはなりません。

• 激しい振動があってはなりません。

• このドライブは床面に固定させる必要があります。固定点のサイズと位
置は、寸法図を参照してください。

規定された条件以外の条件で機器を動作させる場合は、当社または当社代理
店までお問い合わせください。

動作方法 Cascaded “H” Bridge (CHB) トポロジ

実証済みの CHB トポロジでは、完全内蔵式の位相シフト絶縁トランスと直

列接続の電源モジュールが位相ごとに組み合わされます。絶縁トランスに
は、入力電圧を低下させるほかに、以下の 2 つの主要機能もあります。

• 標準絶縁レベルのモータを使用できるように、コモンモード電圧ストレ
スを軽減させる。

• 入力側の高調波が工場や公共施設の電力網に悪影響を及ぼさないように、
2 次巻線の位相シフトによって全高調波歪み (THD：Total Harmonic 
Distortion) を少なくする。

モータの動作に必要な高圧レベルを生成するために、複数の同じ低圧電源モ
ジュールが直列接続 ( 縦列接続 ) されています。

モジュールごとの電圧ステップは比較的小さく、モータの出力高調波とトル
ク脈動が低速時でも最小になるようにパルス幅変調 (PWM：Pulse Width 
Modulation) 切換えパターンが使用されています。この技術はモータと非常

に親和性があるため、標準モータを新しい用途に利用できるほか、既存の
モータを改良する場合にも最適です。また、ほとんどの用途に必要なモータ
のケーブル長に対応しているため、出力フィルタが必要ありません。

この電源モジュールの概念は、すばやく簡単な保守を実現することです。モ
ジュールごとに効果的な診断機能が内蔵されているため、予期しない障害が
発生した場合に、交換が必要なモジュールを特定して絶縁状態にすることが
できます。これにより、電源モジュールの交換時間を短縮でき、稼働時間を
最大限まで延ばすことができます。

(1) 海抜 3000m までの場所での動作に対応できるオプションが用意されています。ただし、発

注時にこの旨を明記する必要があり、現場で組み込むことはできません。

(2) 50°C までの周囲温度に対応できるオプションが用意されています。ただし、発注時にこの

旨を明記する必要があり、現場で組み込むことはできません。
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概要 第 1 章
図 1 6/6.6k 電源構造の例

簡略化した電気回路
図

図 2 3000V/3300V (18 パルス - 9 基の電源モジュール )

図 3 6000V/6600V (36 パルス - 18 基の電源モジュール )

図 4 10,000V (54 パルス - 27 基の電源モジュール )

入力電源
3 相 AC

電源モジュール

絶縁トランス

絶縁トランスの 2 次巻線

U

V

W

絶縁トランスの 2 次巻線

U

V

W

絶縁トランスの 2 次巻線

U

V

W
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第 1 章 概要
図 5 接続の概要

リセット

始動
停止

アナログ出力電流 
4 ～ 20mA

アナログ出力周波数 
4 ～ 20mA

アナログ設定 4 ～ 20mA

アナログ予備 4 ～ 20mA

アナログ予備 4 ～ 20mA

AC220V 制御電源

MV 閉

お客様の入力接点

MV を閉じる許可

MV 閉インジケータ

警告インジケータ

フォルトインジケータ

動作中インイジケータ

停止インジケータ

準備完了インジケータ

リモート制御インジケータ

お客様のブレーカを閉じる許可

緊急 / フォルトトリップ

非常停止

MV 事前閉

MV 閉

警告

フォルト

動作中

停止

準備完了

制御

CB を閉じる許可

トリップ

3 相誘導
モータ
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概要 第 1 章
図 6 PowerFlex 6000 の主要なコンポーネント

入力ラインケーブルを終端するため
の広い空間が用意されている。

出力負荷ケーブルを終端するための
広い空間が用意されている。

完全内蔵式のマルチパルス絶縁トラ
ンス (3 線入力および 3 線出力 ) によ
り、ライン側の高調波が低くなり、
入力力率が高くなる。

キャビネットを 2 つの部分に分けて
運搬できるので、搬送と取り扱いの
問題が最小限に軽減される。

すべての電源モジュールが同じであ
るため、予備部品の数が少なくて済
む。

どの電源モジュールも、簡単に取り
外しと交換ができる設計になってい
るため、MTTR が最短で済む。

電源モジュールで生成される PWM
パターンにより、出力高調波が少な
くなる。

すべての MV ドアが入力切換え装置
と電気的にインターロックされてい
る。

絶縁トランスの温度モニタ

ドライブの動作中にすべてのドア
フィルタを交換できる。

絶縁トランスの内部では、専用の巻
線からすべての冷却ファンに電力が
供給される。お客様はファン用の電
源を別途用意する必要はない。

どの MV ドアもロック可能です。

HMI は、直感的で使いやすいカラー
タッチスクリーンです。

EtherNet I/P や Profibus DP など、多
数の通信モジュールに対応している。

お客様側で用意された単相制御電源
が失われた場合でも、内部供給の制
御電源に自動的に切り換わる
( トリップしない )。

オンライン UPS ( 無停電電源装置 )
が標準装備されている。

入力ラインケーブル

出力負荷ケーブル

絶縁トランス 電源モジュール

ドアフィルタ

トランス
温度モニタ 冷却ファン

HMI
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第 1 章 概要
準拠規格 機器の製造、試験、および受入れに関して、以下の技術仕様書と関連規格を
採用しています。

規格番号 規格の説明

IEEE 519
Electrical and Electronics Engineers Institute Harmonics Control 
Requirements 
( 米国電気電子学会の高調波制御に関する要求事項 )

IEC 60146 Semiconductor Converters - Specification of Basic Requirements
( 半導体コンバータ - 基本要求事項の仕様書 )

IEC 60038:1983 IEC Standard Voltages (IEC 標準電圧 )

IEC 60050-151:2001 International Electrotechnical Vocabulary, Chapter 151: Electrical and 
Magnetic Devices( 国際電子技術用語、第 151 章：電磁気装置 )

IEC 60050-551:1999
International Electrotechnical Vocabulary, Chapter 551:Power 
Electronics
( 国際電子技術用語、第 551 章：パワーエレクトロニクス )

IEC 60076 Electric Power Transformer( 電力変圧器 )

IEC 60721-3-1:1997

Classification of Environmental Conditions, Part 3: Classification of 
Groups of Environmental Parameters and their Severities. Section 1: 
Storage ( 環境条件の分類、第 3 部：環境パラメータとその重大
度のグループ分け、第 1 節：保管 )

IEC 60721-3-2:1997

Classification of Environmental Conditions, Part 3: Classification of 
Groups of Environmental Parameters and their Severities 
( 環境条件の分類、第 3 部：環境パラメータとその重大度のグ
ループ分け )

 IEC 60721-3-3:2008

Classification of Environmental Conditions, Part 3: Classification of 
Groups of Environmental Parameters and their Severities.Stationary 
Use at Weather-protected Locations 
( 環境条件の分類、第 3 部：環境パラメータとその重大度のグ
ループ分け、天候保護が施された場所での安定した使用 )

IEC 61000-2-4:2002

Electromagnetic Compatibility (EMC), Part 2, Environment, Chapter 
4: Compatibility Levels in Industrial Plants for Low Frequency 
Conducted Disturbances 
( 電磁適合性 (EMC)、第 2 部：環境、第 4 章：低周波伝導性の
妨害に関する工場施設の互換性レベル )

IEC 61000-4-7:2002

Electromagnetic Compatibility (EMC) Part 4: Testing and 
Measurement Techniques, Chapter 7: General Guide on Harmonics 
and Inter-harmonics Measurements and Instrumentation, for Power 
Supply Systems and Equipment Connected Thereto ( 電磁適合性 
(EMC)、第 4 部：試験および測定技術、第 7 章：電源システム
とそれに接続された機器に対する高調波および次数間高調波
の測定方法と測定機器についての一般ガイドライン )

IEC 61800-3:2004
Adjustable Speed Electrical Power Drive Systems, Part 3: EMC 
Requirements and Specific Test Methods ( 可変速電力ドライブシ
ステム、第 3 部：EMC 要求事項および具体的な試験方法 )

IEC 61800-4:2004

Adjustable Speed Electrical Power Drive Systems, Part 4: General 
Requirement - Rating Specifications for AC Power Drive Systems 
above 1000V AC and not Exceeding 35 kV ( 可変速電力ドライブ
システム、第 4 部：一般要求事項 - AC1000V 以上 35kV 以下の
AC 電力ドライブシステムの定格仕様 ) 

IEC 60757-1983 Code for Designation of Colors ( 色指定のコード )

IEC 106:1989
Environment Condition Guides for Specifying Performance Rating of 
Equipment
( 機器の性能定格を規定するための環境条件の手引き )

IEC 61508.1-7
Functional Safety of Electrical/Electronic/Programmable Electronic 
Safety-related Systems ( 電気 / 電子 / プログラマブル電子安全関
連システムの機能安全 )

GB/T 2900.18-2008  Electrotechnical terminology - Low Voltage Apparatus 
(IEC60050-441:1984) ( 電子工学用語 - 低圧装置 )

GB/T 3859.1-2013
Semiconductor Converters. Specification of Basic Requirements 
(IEC60146-1-1:1991) 
( 半導体コンバータ、基本要求事項の仕様書 )

GB/T 3859.2-2013 Semiconductor Converters. Application Guide (IEC60146-1-2:1991) 
( 半導体コンバータ、適用ガイド )
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概要 第 1 章
GB/T 3859.3-2013
Semiconductor Converters. Transformers and Reactors 
(IEC 60146-1-3,1991) 
( 半導体コンバータ、トランスおよびリアクタ )

GB 7678-87 Semiconductor Self-commutated Converters 
( 自励半導体コンバータ )

GB 3797-2005
Electric-driving Control Gear, Part 2: Electric-driving Control Gear 
Incorporating Electronic Devices ( 電動制御ギア、第 2 部：電子
装置を搭載した電動制御ギア )

GB/T 14549-93 Quality of Electric Energy Supply Harmonics in Public Supply 
Network ( 公共供給網での電気エネルギー供給高調波の品質 )

GB 4208-2008 Degrees of Protection Provided by Enclosures (IP Code) (IEC 
60529:1989) ( エンクロージャによる保護等級 (IP コード ))

GB/T 16935.1-2008

Insulation Coordination for Equipment within Low Voltage Systems, 
Part 1: Principles, Requirements, and Tests (IEC 60664-1:1992) 
( 低圧システム内の機器の絶縁協調、第 1 部：原則、要求事
項、および試験 )

GB 156-2007 Standard Voltages ( 標準電圧 )

GB/T 1980-2005 Standard Frequencies ( 標準周波数 )

GB/T 2423.10

Electric and Electronic Products - Basic Environmental Test 
Regulations for Electricians - Guidelines for Vibration (sine) 
(電気および電子製品 - 電気技術者のための基本環境試験規則 - 
振動 ( 正弦 ) に関するガイドライン )

GB/T 2681 Colors of Insulated Conductors Used in Electrical Assembly Devices
( 電気アセンブリ装置で使用される絶縁導体の色 )

GB 2682
Colors of Indicator Lights and Push Buttons Used in Electrical 
Assembly Devices ( 電気アセンブリ装置で使用されるインジ
ケータ灯と押しボタンの色 )

GB/T 4588.1-1996 Specification for Single and Double-sided Printed Boards with Plain 
Holes ( プレインホール付き片面および両面プリント板の仕様 )

GB/T 4588.2-1996
Sectional Specification: Single and Double-sided Printed Boards with 
Plated-through Holes ( 品種別仕様書：めっきされたスルーホー
ル付き片面および両面プリント板 )

GB 10233.2005 Basic Test Method for Low Voltage Switchgear and Controlgear
( 低圧開閉装置および制御装置の基本的な試験方法 )

GB 12668.4-2006
Adjustable Speed Drive Electrical System, Part 4: General 
Requirement for Voltage up to 35 kV ( 可変速電力ドライブシステ
ム、第 4 部：35kV までの電圧に関する一般要求事項 ) 

GB 12668.3-2006
Adjustable Speed Drive Electrical System, Part 3: EMC Requirement 
and Testing Method ( 可変速電力ドライブシステム、第 3 部：
EMC 要求事項および試験方法 )

GB 12668.701-2013 Adjustable Speed Drive Electrical System, Part 701: Communication
( 可変速電力ドライブシステム、第 701 部：通信 ) 

GB/T 15139-94 General Technical Standard for Electrical Equipment Structure
( 電装構造の一般技術規格 )

GB/ 13422-2013 Semiconductor Converters - Electrical Test Methods
( 半導体コンバータ - 電気試験方法 )

IEEE 519-1992 Practices and Requirements for Harmonic Control in Electrical Power 
Systems ( 電力システムでの高調波制御の方法と要求事項 )

GB/T 12668.4-2006

Adjustable Speed Electrical Power Drive Systems, Part 4: General 
Requirements. Rating Specifications for AC Power 
( 可変速電力ドライブシステム、第 4 部：一般要求事項、
AC 電力の定格仕様 )

GB1094.11-2007 Power Transformer, Part 11: Dry-type Transformer
( 電源トランス、第 11 部：乾式トランス )

規格番号 規格の説明
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第 2章

ドライブシステムのレイアウト

PowerFlex 6000 製品ラインには、2 種類の基本的なパワーセル構成が用意さ

れています。定格電流が 200A 以下のドライブは、固定式の電源モジュール

設計になっています。固定式のモジュールはドライブに搭載された状態で出
荷されます。定格電流が 200A を上回るドライブは、引出し式の電源モ

ジュール設計になっています。

PowerFlex 6000 ドライブは、絶縁トランスキャビネットと電源モジュール /
LV 制御キャビネットという 2 つの部分に分けて出荷されます。『PowerFlex 
6000 Medium Voltage Variable Frequency Drive Shipping, Handling, and 
Installation Instructions』 (Pub.No. 6000-IN006x-EN-P) を参照してください。

立面図 図 7 固定式電源モジュールドライブ構成

項目 参照ページ

絶縁トランスキャビネット 18

電源モジュールキャビネット 24

LV 制御キャビネット 28

絶縁トランスキャビネット 電源モジュールキャビネット LV 制御
キャビネット
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
図 8 引出し式電源モジュールドライブ構成

絶縁トランスキャビ
ネット

絶縁トランスキャビネット 電源モジュールキャビネットLV 制御キャビネット

項目 参照ページ

絶縁トランス 20

絶縁トランスの温度モニタ 21

絶縁トランスの補助冷却ファン 21

上部取付け型の主冷却ファン 21

入力ライン電源ケーブルの接続 21

出力モータケーブルの接続 22

ドア位置リミットスイッチ 22

電圧検知ボード 23
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
図 9 絶縁トランスキャビネット ( 固定式電源モジュールドライブ構成 )

図 10 絶縁トランスキャビネット ( 引出し式電源モジュールドライブ構成 )

 絶縁トランス

ケーブルクランプ

電圧検知ボード

ドア位置リミット
スイッチ

L11L12L13

UV
W

絶縁トランスの
補助冷却ファン

電源モジュールへの
電源ケーブルの接続

入力ライン電源
ケーブルの接続

出力モータ電源
ケーブルの接続

上部取付け型の
主冷却ファン

ケーブルクランプ

電圧検知ボード

絶縁トランス

ドア位置リミット
スイッチ

L13 L12 L11 W V U

入力ライン電源
ケーブルの接続

出力モータ電源
ケーブルの接続

絶縁トランスの
補助冷却ファン

上部取付け型の
主冷却ファン
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
絶縁トランス

絶縁トランスの 1 次巻線の定格は分散システムの電圧です。1 次巻線は入力

ライン電源ケーブルを介して分散システムに接続されます。絶縁トランスの
2 次巻線は電源モジュールの入力部に接続されます。通常、2 次巻線の電圧

は 690V であり、低圧電源モジュールに供給されます。

3 相 2 次巻線の本数は、モータ電圧要件に応じて 9 ～ 27 本になります。ラ

イン側高調波を最大限まで少なくするために、2 次巻線間の位相関係が最適

化されます。

絶縁トランスの 3 相 1 次コイルは、正面から見て左から右に C、B、A の順

に配置されています。また、2 次巻線は上から下に 3 つの主要な部分に分け

られています。上部 3 分の 1 は、U 出力位相で電力モジュールに電力を供給

します。中央 3 分の 1 は、V 出力位相で電力モジュールに電力を供給しま

す。下部 3 分の 1 は、W 出力位相で電力モジュールに電力を供給します

( 図 11 を参照 )。

図 11 絶縁トランスの 1 次巻線と 2 次巻線の配置

2 次巻線はトランスの本体上の対応する垂直のスタンドオフ絶縁体まで引き

出されます ( 正面から見て左から右に C、B、A の順に配置されている )。

固定式電源モジュールのドライブでは、絶縁トランスの 2 次巻線と U およ

び W 位相との相互接続が絶縁トランスの前面にあり、V 位相への接続が絶

縁トランスの背面にあります。電源モジュールへの電源ケーブルの接続は工
場出荷時に構成済みです。このため、現場の電源ケーブルの接続は、絶縁ト
ランスの 2 次巻線の終端点に構成する必要があります (Pub.No. 6000-IN006x-
EN-P を参照 )。

1 次巻線入力

2
次

巻
線

出
力

C (L3) B (L2) A (L1)

U

V

W
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
引出し式電源モジュールのドライブでは、絶縁トランスの 2 次巻線と電源モ

ジュールとのすべての相互接続が絶縁トランスの背面にあり、電源モジュー
ルへの接続も背面にあります。絶縁トランスの 2 次巻線の終端点への電源

ケーブルの接続は工場出荷時に構成済みです。このため、現場の電源ケーブ
ルの接続は、電源モジュールの入力点に構成する必要があります (Pub.No. 
6000-IN006x-EN-P を参照 )。

絶縁トランスの温度モニタ

ディスクリート型トランスの温度モニタは、絶縁トランスキャビネットの
LV ドア上に取付けられています。絶縁トランスには 3 基の温度センサが組

み込まれています。検出した温度に応じてアラーム状態かトリップ状態かを
表示するようにモニタを設定できます。

図 12 絶縁トランスの温度モニタ

製造元から提供された別のユーザーズマニュアルがドキュメントパッケージ
に含まれています。

絶縁トランスの補助冷却ファン

巻線に空気を直接通すために ( 信頼性の高い冷却を保証するために )、絶縁

トランスのすぐ下に 6 基のファンが取付けられています。冷却用空気がトラ

ンス巻線の内側を迂回しないように、トランスの周囲がバッフル構造になっ
ています。これらのファンには、絶縁トランスの 3 次巻線から電力が供給さ

れます。ファン制御電源は別途必要ありません。

上部取付け型の主冷却ファン

上部取付け型の冷却ファンは補助冷却ファンと連動して、絶縁トランスの信
頼性のある冷却を保証します。これらのファンが誘引通風機になり、キャビ
ネットから空気が排出されます。

入力ライン電源ケーブルの接続

入力ラインケーブルは絶縁トランス上のライン側の端子に接続されます。入
力ラインケーブルは、絶縁トランスキャビネットの上部または底部を通って
引き込むことができます。ストレスコーンが必要な場合に備えて、広い作業
空間が取られています。詳細は、Pub.No. 6000-IN006x-EN-P を参照してくだ

さい。

ファン

アラーム

乾式トランスの温度制御
装置

自動 / 手動 最大 / 循環
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
出力モータケーブルの接続

出力モータケーブルは、キャビネットの側板上のケーブル・スタンドオフ・
アセンブリに接続されるか ( 固定式電源モジュール構成の場合 )、絶縁トラ

ンス上に取付けられたケーブルスタンドオフに接続されます ( 引出し式電源

モジュール構成の場合 )。

出力モータケーブルは電源モジュール配列の出力位相に接続されます。出力
モータケーブルは、絶縁トランスキャビネットの上部または底部を通って引
き込むことができます。広い作業空間が取られています。詳細は、Pub. No. 
6000-IN006x-EN-P を参照してください。

ドア位置リミットスイッチ

高圧コンポーネントに到達できる各キャビネットドアはロック可能であり、

Guardmaster® セーフティ・リミット・スイッチも装備されています。ドラ

イブに電力を供給している入力切換え装置が閉じた時点でキャビネットドア
を開くと、入力装置がトリップします。

図 13 ドア位置リミットスイッチの位置

注意：ドア位置インターロックは一種の安全機能です。ドライブ
が入力高電圧から遮断されていることを確認するためのプラント
作業工程の一環としてドア位置インターロックを単独で使用して
はなりません。標準の作業要領に従って高圧ドアをロックしたま
まにしておきます。定格電圧が高いキャビネットに立ち入る必要
がある場合は、必ずドライブに電力を供給している入力装置が開
いているかどうかを確認してください。ドライブを取り扱う前に
入力装置のロックアウトとタグアウトを実行するか、ユニットを
バイパスします。

ドア位置リミットスイッチ
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電圧検知ボード

電圧検知ボード (VSB：Voltage Sensing Board) は、モータに接続されるドラ

イブ出力端子に取付けられています。VSB はモータの電圧を低圧レベルに

変換し、ドライブがモータへの出力電圧をモニタできるようにします。

図 14 電圧検知ボード

図 15 電源ケーブル配線の概要 (3.3kV 固定式電源モジュール構成 )
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絶縁トランスキャビネット 電源モジュール /LV 制御キャビネット
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電源モジュールキャ
ビネット

図 16 固定式電源モジュール構成

図 17 引出し式電源モジュール構成

項目 参照ページ

電源モジュール 25

ホール効果電流センサ (HECs：Hall Effect Current Sensor) 27

上部取付け型の主冷却ファン 27
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
電源モジュール

電源モジュールは、必要なモータ電流に関連するさまざまな定格電流で使用
できます。定格電流が 200A までの電源モジュールはドライブに固定されて

おり、すでに設置された状態で出荷されます。

引出し式電源モジュールは、定格電流が 200A を上回るドライブ用に提供さ

れています。この電源モジュールは個別に出荷されるため、キャビネットに
設置する必要があります。電源モジュールにはリフトカートが付属してお
り、その他のコンポーネントと一緒に出荷されます。

電源モジュールの基本原則 

電源モジュールは 3 相整流器と “H” ブリッジインバータの組合せであり、

絶縁トランスの 2 次巻線から電力が供給されます。整流とフィルタが実行さ

れた後で、PWM 切換えパターンを使用している 4 基の IGBT の制御下で

AC 電流と可変周波数および可変電圧が出力されます。直列に接続されて重

畳された複数の電源モジュールでは、3 相 AC 電流と調整可能な周波数およ

び電圧を出力して AC モータを制御できます。

図 18 低圧電源モジュール

電源モジュールへの制御信号と電源モジュールからのフィードバック信号
は、ドライブの高圧部と低圧部を電気的に絶縁して電磁妨害から保護する光
ファイバーケーブルを介して送信されます。

通常、各電源ユニットで生成される電圧は 690V 未満ですが、定格周波数で

動作させると、対地電圧が VFD 定格出力電圧に到達する可能性があります。

主制御ユニットから発信された制御信号は光電コンバータを経由して、電源
モジュールの制御ボードに送信されて処理された後、対応するゲートドライ
ブ回路に送信されて IGBT の電源を投入するか、IGBT の電源を切断します。

電源モジュールのステータス情報は光電コンバータを経由して、主制御ユ
ニットに送信されます。フォルトが発生した場合は、主制御ユニットから制
御信号が送信され、影響のある電源モジュールがロックアウトされるかバイ
パスされます。

電源モジュールキャビネットは電源モジュール、電流トランス、および高圧
ケーブルで構成されます。

入力 U

入力 V

入力 W

ヒューズ 1

ヒューズ 2

3 相ダイオード
ブリッジ整流器

DC バス
コンデンサ回路網

単相 IGBT
インバータ回路網

IGBT 1 IGBT 2

出力 A 出力 B

D1 D2 D3

D4 D5 D6

C1 R1

C2 R2

C3 R3
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
電源モジュールは 3 つの位相 (U、V、W) に均等に分割されています。各位

相のユニットは出力端子間で接続されます。この後、それぞれの位相がス
ター接続で形成されます。電流トランスは U 相と W 相に取付けられます。

定格電力の異なる VFD に対して別々のモデルの電源モジュールが使用され

ます ( 図 19 を参照 )。

図 19 標準の固定式電源モジュール

表 1 電源モジュールの定格

カタログ番号 予備部品番号 定格電流 (A)

TPUxx/030-AC3 HTPUXX/030-AC3-R 30

TPUxx/040-AC3 HTPUXX/040-AC3-R 40

TPUxx/050-AC3 HTPUXX/050-AC3-R 50

TPUxx/060-AC3 HTPUXX/060-AC3-R 60

TPUxx/075-AC3 HTPUXX/075-AC3-R 75

TPUxx/080-AC3 HTPUXX/080-AC3-R 80

TPUxx/100-AC3 HTPUXX/100-AC3-R 100

TPUxx/120-AC3 HTPUXX/120-AC3-R 120

TPUxx/150-AC3 HTPUXX/150-AC3-R 150

TPUxx/180-AC3 HTPUXX/180-AC3-R 180

TPUxx/200-AC3 HTPUXX/200-AC3-R 200

TPUxx/300-AC3 HTPUXX/300-AC3-R 300

TPUxx/380-AC3 HTPUXX/380-AC3-R 380

TPUxx/420-AC3 HTPUXX/420-AC3-R 420

ライン端子

ヒューズ

光ファイバー用ソケット
およびステータス

インジケータ

出力端子
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
ホール効果電流センサ (HECs：Hall Effect Current Sensor)

ホール効果電流センサは、ドライブの出力周波数範囲全体の電流測定に対応
できる電流トランスです。このセンサはモータに達する位相ごとに電流波形
をモニタし、それを制御システムにフィードバックします。

上部取付け型の主冷却ファン

上部取付け型の冷却ファンにより、電源モジュールの信頼性のある冷却が保
証されます。これらの冷却ファンは電源モジュールキャビネットのドアにあ
る通気口から冷却空気を吸入して各電源モジュールに送り込み、キャビネッ
トの上部から熱気を排出します。
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
LV 制御キャビネット

LV 制御キャビネットは、制御ユニット、ヒューマン・マシン・インター

フェイス (HMI：Human-Machine Interface)、PLC、AC/DC 電源、コンタク

タ、リレーで構成されます。

HMI は LV 制御キャビネットのフロントドアに取付けられており、オペレー

タは HMI を使用してドライブの設定、モニタ、および制御を行なうことが

できます。

項目 参照ページ

制御ユニット ( すべてのモジュール ) 29

PLC 31

HMI 31

UPS 31

制御ユニット

PLC

LV サーキットブレーカ

LV 制御リレー

UPS ( 無停電電源装置 )
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
制御ユニット ( すべてのモジュール )

制御ユニットは可変周波数ドライブの中心的な役割を果たします。たとえ
ば、電源モジュールを制御して、必要な出力電圧と出力周波数を生成した
り、電源モジュール、モータ電圧、モータ電流をモニタし、情報に基づいて
アラーム信号またはトリップ信号を生成することができます。

図 20 PowerFlex 6000 インターフェイス

CPU ボードは、接続された通信ネットワーク、配線で接続された制御装置、

または HMI によるユーザの操作からの外部入力を受付けて、ドライブに必

要な処置を決定します。CPU ボードはモータの電圧と電流をモニタするだ

けでなく、PLC、アナログ / デジタル信号プロセッサボード、および電源モ

ジュールからの内部入力もモニタします。これらの入力は、必要な処置と設
定する出力を決定するために、モータ制御および保護アルゴリズムで使用さ
れます。PWM ボードとの併用で、CPU ボードから必要な光 PWM 制御信号

が電源モジュールに送信されるため、電源モジュールはモータに必要な電圧
と周波数を出力できます。

トランシーバ
インジケータ

PWM ボード A

PWM ボード B

PWM ボード C

CPU ボード

アナログ信号
プロセッサ
ボード (AT)

デジタル信号
プロセッサ
ボード (DT)

ステータス
インジケータ

インターフェイス端子

光ファイバー用ソケット

ボードハンドル

ボード取付け
ねじ

HMI 通信イン
ターフェイス

電源表示

 ステータス

DB ボード
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第 2 章 ドライブシステムのレイアウト
図 21 制御ユニットのレイアウト

表 2 制御ユニットの説明

HMI

PWM ボード
A

DCS

位相 A
電源モジュール

Fieldbus

VSB

HECS

PLC

通信ボード

PWM ボード
B

PWM ボード
C

位相 C
電源モジュール

DT AT

DB

CPU ボード

位相 B
電源モジュール

RJ45 Modbus TCP/IP

RS-485 
Modbus

Modbus

ボードの機能

PWM ボード A、B、
C

PWM 信号と制御信号を電源モジュールに出力する。電源モ
ジュールからフォルト情報とステータス情報を収集して処理
した後で CPU ボードに渡す。各位相の PWM ボードはパワー
セルを 9 つまで制御できる。

CPU ボード
アナログ入力信号、切換え情報、およびフォルト情報の処理、
DA の制御と信号出力の切換え、V/F アルゴリズムの実現、
HMI との通信によるパラメータの設定と変更を実行する。

アナログ信号プロ
セッサボード (AT)

アナログ入力信号を収集して処理した後で CPU ボードに渡
し、DT ボードで処理されたアナログ信号を出力する。

デジタル信号プロ
セッサボード (DT)

デジタル信号を収集して出力する ( デジタルからアナログに変
換する機能 )。

DB ボード
制御ユニット内でベースボードとしての役割を果たし、デジ
タル信号ケーブルとアナログ信号ケーブルのインターフェイ
スになる。

コネクタ

HMI 通信
インターフェイス

HMI と制御ユニット間のコネクションを確立する。HMI およ
び PLC からの入力を CPU ボードに渡す。

光ファイバー用
ソケット

電源モジュールと制御ユニット間のコネクションを確立する
( モジュールごとに 2 つ )。

インターフェイス端
子

外部入力、出力、および CPU ボード間のコネクションを確立
する。

ステータスインジケータ

位相制御ボードの
トランシーバの
インジケータ灯

B：ボードが正常な状態にあることを示すインジケータ 
T：電源モジュールへのデータの送信を示すインジケータ 
R：電源モジュールからのデータの受信を示すインジケータ
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ドライブシステムのレイアウト 第 2 章
PLC

PowerFlex 6000 では、多数の内部制御機能の実行に Micro850 PLC が使用さ

れます。PLC は、冷却ファン、入力およびバイパス切換え装置、ドア・ス

イッチ・ステータスなどのモニタと制御を実行します。また、PLC には、

多数のオプション通信プロトコルを介してユーザの自動化制御システムと相
互に連携する役割もあります。標準の通信プロトコルは EtherNet/IP、
Modbus/TCP サーバ、および Modbus RTU です。オプションの通信モジュー

ルを使用すると、その他の通信プロトコルに対応できます。

図 22 PLC の位置

HMI

PowerFlex 6000 の HMI は、PanelView Plus 700 シリーズ (Cat.No. 2711P-
T7C4D9) です。

HMI は、通信インターフェイス ( 標準 RJ45 EtherNet/IP 接続 ) を介してマス

タ制御ボードに接続されます。HMI では、動作パラメータと入力動作コマ

ンドを設定でき、動作ステータス、動作パラメータ、およびフォルトメッ
セージが表示されます。

UPS

UPS ( 無停電電源装置 ) は、お客様側で用意された制御電源と絶縁トランス

の制御電源が切断された場合に、内蔵バッテリを使って LV 制御キャビネッ

トに電力を供給します。UPS には一時的な停電に対応できる制御電源が用

意されているため、ドライブ制御を途切れることなく確実に動作できます。

CPU ボードのインジケータ灯

5V 5V 電源インジケータ 
3.3V 3.3V 電源インジケータ

FPGA FPGA が正常な状態にあることを示すインジケータ

DSP1 DSP1 が正常な状態にあることを示すインジケータ

DSP2 DSP2 が正常な状態にあることを示すインジケータ

デジタル信号プロセッサボードのインジケータ灯

HVEN 高圧切換えができることを示すインジケータ

RUN ドライブが動作中であることを示すインジケータ

Fault ドライブがフォルト状態にあることを示すインジケータ

Trip ドライブがトリップ状態にあることを示すインジケータ
( フォルトの結果としてトリップが発生する可能性がある。)

Alarm ドライブがアラーム状態にあることを示すインジケータ

予約

電源入力

拡張 I/O 拡張 I/OプラグインPLC プラグイン プラグイン

EtherNet/IP ポート
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Notes:
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タ

タ

第 3章

設定および操作

概要 タッチスクリーン操作の構造を図 23 に示します。

図 23 HMI の概要

メインインターフェ
イス

メインインターフェイス画面には、構成制御と動作制御、モニタパラメー
タ、および実際の速度が表示されます。

図 24 メインインターフェイス画面

ユーザ 設定 R&D

複数の
P パラメータ

の設定

複数の
P パラメータ

の設定

すべての
P パラメー

の設定

すべての
T パラメータ

の設定

K パラメー
の表示

 設定

デフォルト

言語の選択

バイパス
モードの選択

操作

バイパス
なし

手動
バイパス

自動
バイパス

ローカル /
リモート

スイッチ 
ステータス

スイッチを
開く / 閉じる

ローカル /
リモート

ローカル /
リモート

スイッチ 
ステータス

スイッチ 
ステータス

トレンド

V

I

実際の
周波数

アラーム

アラームステータス

アラーム履歴設定周波数

始動 /停止 /リセット

加速 / 減速

主操作データ表示

周波数の設定

実際の周波数

モータ電圧

モータ電流

ステータス情報

バージョン情報

ホーム

メインインターフェイス

1

2

3

5

6

7

画面のレイアウト

1 最上部のメニューバー

2 ステータスバー

3 設定およびモニタボックス

4 実際の周波数の表示ボックス

5 バージョン情報ボックス

6 実際の日時

7 操作バー

4
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第 3 章 設定および操作
ドライブの設定および構成制御

最上部のメニューバーには 5 つのボタンが用意されています。機能の説明を

表 3 に示します。

ステータスインジケータ

ステータスバーには 8 つのステータスインジケータが用意されています。

表 3 設定および構成制御

• メインインターフェイス画面に戻る。

• 警告を確認する。
• フォルトを確認する。
• アラームステータスをリセットする。
• アラーム履歴を表示する

• 電圧トレンドを確認する。
• 電流トレンドを確認する。
• 周波数トレンドを確認する。
• トレンド分析を一時停止する。

• バイパス構成を確認 / 変更する。
• ローカル制御からリモート制御に切換える。
• ドライブコンタクタを閉じる / 開く ( 自動バイパス )。

• システム設定にアクセスする。
- 言語を変更する。
- バイパスモードを変更する。

• P パラメータと T パラメータにアクセスする。

表 4 ステータスインジケータ

Allowed ドライブが MV を印加できる状態にある。

MVClosd ドライブに MV 電力を供給している入力切換え装置が閉じている
ことを示す。

Ready ドライブが起動できる状態にある。

Connect 高圧に接続されている。

Running ドライブが動作中である。

Warning システムにフォルトまたは警告がある。

Local システムがローカル制御下にある。

Remote システムがリモート制御下にある。
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設定および操作 第 3 章
操作バー

設定およびモニタボックス

この中で Set Frequency フィールドにのみ、ユーザは値を設定できます。周

波数の設定方法は、36 ページの「周波数 (Hz) の設定」を参照してくださ

い。

表 5 操作バーのボタン

Start 始動時のセルフテストでフォルトが検出されなかった場合にのみドラ
イブを始動し、それ以外の場合はこのボタンが無効になる。

Accel 設定された刻み幅で周波数を増分する。

Decel 設定された刻み幅で周波数を減分する。

Stop ドライブの出力を停止する。

Reset(1)

(1) ドライブが動作している間は、この操作を実行してはなりません。

ドライブ ( フォルト状態にある ) を一度リセットする。

表 6 モニタパラメータ

Set Frequency ドライブ用に設定する周波数 (Hz)

Actual Frequency ドライブの実際の周波数 (Hz)

Motor Speed モータの速度 (%)

Motor Voltage モータ固定子の電圧 (V)

Motor Current モータ固定子の電流 (A)
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第 3 章 設定および操作
メインインターフェイ
ス制御

メインインターフェイス画面から実行できる操作を以下に示します。

周波数 (Hz) の設定

1. Set Frequency: 入力フィールドを押します。

2. Set Freq: 入力フィールドを押します。

3. 希望する周波数を入力して を押します。

4. を押して確定するか、 を押して取り消します。

項目 参照ページ

周波数 (Hz) の設定 36

ドライブ動作制御 37

バージョン情報の表示 38

数字キーパッド

キャンセル

バックスペース

Enter
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設定および操作 第 3 章
ドライブ動作制御

希望するドライブ動作制御ボタンを押した後、 を押して確定する

か、 を押して取り消します。

注意：ドライブ動作制御はローカル制御を使用している場合にの
み機能し、それ以外の場合は以下のダイアログが表示されます。
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第 3 章 設定および操作
バージョン情報の表示

Version Info. の下にある を押して、現在インストールされている

ファームウェアを表示します。

Version Information 画面には、該当する装置用にインストールされている最

新のファームウェアが表示されます。

常に青色で表示される。

ドライブ内にある電源モ
ジュールの数は青色で表
示され、それ以外は灰色

で表示される。

該当する場合に、ファー
ムウェアのバージョンが
表示されるフィールド
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アラーム ドライブでアラームや警告が発生すると、 が点滅し、アクティ

ブアラームがあることを通知します。

最上部のメニューバーにある ボタンを押して、アクティブア

ラームを表示します。

アクティブアラーム制御

リセットステータス

 を押すと、アラームの数量と累積時間だけがリセットされます。

この機能を使用しても、ドライブ自体はリセットされません。

アクティブアラーム
のリスト

アラームコード

数量

累積時間

アラーム

Code アラームコード。W で始まるコードは警告を表し、F で始まる
コードはフォルトを示す。

QTY アラームが発生した回数

Acc Time アラームが発生してからの経過時間

Message 警告またはフォルトの説明

リセットステータス
リストの最上
部 / 最下部ま
でスクロール

する。

1 項目ずつ
アラームを

スクロールす
る。

前のページ
に戻る /

次のページ
に進む。

アラーム履歴を表示
する。
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アラーム履歴

を押して、ドライブ上のすべての警告とフォルトの詳細なリスト

を表示します。アラームをスクロールするための制御は同じです。

アラームのソート

を 1 回押して、発生時刻順にソートします。もう一度押すと、メッ

セージ別にソートされます。

ヒント 現在のアラームは赤色で表示され、過去のアラームは灰色で表示
されます。
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設定および操作 第 3 章
トレンド Voltage Trend、Current Trend、および Frequency Trend という 3 通りのトレン

ドオプションが用意されています。いずれかのボタンを押して、そのトレン
ドを表示します。

電圧、電流、または周波数のトレンドを表示できます。電圧はボルト (V)、
電流はアンペア (A)、周波数はヘルツ (Hz) で測定されます。

トレンド制御は、3 つのどの画面でも同じです。

戻る

Y 軸

X 軸

トレンド制御

Y 軸を拡大する。 Y 軸を縮小する。 X 軸を左に
スクロールする。

X 軸を右に
スクロールする。

トレンド分析を
一時停止する。
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電圧トレンド、電流トレンド、または周波数トレンドの表示

1. メインインターフェイス画面にある を押します。

2. Trends Selection 画面にある 、 、

または を押します。

3. ボタンと ボタンを使用して拡大 / 縮小します。

スクロールするには、 ボタンと ボタンを押します。

4. を押して、トレンドキャプチャを一時停止します。

5. を押して、Trends Selection 画面に戻ります。

ヒント X 軸に表示される時間は 20 分間のキャプチャです。左右にスク

ロールすると、10 分刻みで画面が移動します。
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操作 操作インターフェイスには、バイパスモード、制御オーナ選択、およびコン
タクタ操作が表示されます。

この画面で実行できる内容を以下に示します。

バイパスモードの確認

1. メインインターフェイス画面にある を押します。

2. バイパス構成が 3 通りの Input Supply グラフィックのいずれかと一致し

ていることを確認します。

バイパス構成

ローカル制御また
はリモート制御を
選択する。

ドライブコンタク
タまたはバイパス
コンタクタを開く
/ 閉じる。

項目 参照ページ

バイパスモードの確認 43

ローカル操作またはリモート操作の選択 45

ドライブの入力コンタクタと出力コンタクタの開閉 46

バイパスコンタクタの開閉 47

バイパスなし
キャビネット
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3. バイパスモードを変更するには、以下のように操作します。

a. を押します。

b. を押します。

c. Select Bypass Mode で目的のバイパスモードを選択します。

d. を押します。

e. を押して操作を確定します。

手動バイパス
キャビネット

自動バイパス
キャビネット

Contactor Operation
の選択項目は、
Automatic Bypass が
選択されている場合に
表示される。
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ローカル操作またはリモート操作の選択

1. メインインターフェイス画面にある を押します。

2. Control Owner Selection で、 または を押します。

3. Select Local Control? または Select Remote Control? ダイアログボックスで

を選択して確定します。

注意：この操作は、ドライブが動作していない場合にしか実行で
きません。
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ドライブの入力コンタクタと出力コンタクタの開閉

1. Contactor Operation で、 または を押します。

2. を選択して、Close Drive Input & Output Contactors? または Open 

Drive Input & Output Contactors? ダイアログボックスの操作を確定します。

重要 LV キャビネットの前面にあるセレクタスイッチ上の 3 ポジション

をドライブの位置に合わせます。

注意：このグラフィック内の操作は、ローカル制御下にある場合
にしか実行できません。

注意：この操作は、ドライブが動作していない場合にしか実行で
きません。
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バイパスコンタクタの開閉

1. Contactor Operation で、 または を押します。

2. を選択して、Close Bypass Contactors? または Open Bypass 

Contactors? ダイアログボックスの操作を確定します。

重要 LV キャビネットの前面にあるセレクタスイッチ上の 3 ポジション

をバイパスの位置に合わせます。

注意：このグラフィック内の操作は、ローカル制御下にある場合
にしか実行できません。

注意：この操作は、ドライブが動作していない場合にしか実行で
きません。
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設定 Settings 画面では、パラメータにアクセスして変更したり、システム言語を

選択または変更したり、バイパスモードを変更することができます。

システム設定

System Settings で HMI 言語またはバイパスモードを切換えます。

1. を押します。

2. 希望する言語を押して選択します。

現在のアクセス
レベル

ユーザ
アカウント

System Setting 言語とバイパスモードを選択する。

User Settings ユーザレベルのパラメータ設定を表示または変更する。

Setup Settings “P” パラメータまたは “T” パラメータを表示または変更する。

R&D Settings 認定されたロックウェル・オートメーションの作業員だけが使用
できる。
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3. バイパスモードを選択し、 を押して確定するか、 を押

して取り消します。

4. を押して確定します。

注意：このグラフィック内の操作は、ローカル制御下にある場合
にしか実行できません。

注意：この操作は、スイッチが閉じている場合にしか実行できま
せん。
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ユーザ設定

User Settings では、ユーザパラメータにアクセスし、そのパラメータを表示

または変更することができます。

ユーザパラメータの変更

1. を押します。

2. User Login ダイアログボックスが表示されます。 を押します。

3. ユーザ詳細とパスワード詳細を入力します。

を押してユーザ詳細を入力します。終了したら、 を押します。

を押してパスワード詳細を入力します。終了したら、 を押し

ます。

4. を押してログインします。

ユーザ・パラメータ・
リスト

ユーザパラメータ値

すべてのパラメータを工場
出荷時の設定値に戻す。

パラメータの説明
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5. 正常にログインできると、Current User が User と表示されます。

6. を押します。

User Parameters Settings 画面では、ユーザパラメータが自動更新されま

す。

パラメータ入力フィールドを押して、パラメータ値を変更します。

重要 ログイン情報に誤りがある場合は、もう一度ログインするよう求
められます。

数字キーパッド

キャンセル

バックスペース

Enter
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を押して、すべてのユーザパラメータを工場出荷時の設定値に

戻します。

を押して、Parameter Access Level 画面に戻ります。

注意：このグラフィック内の操作は、ローカル制御下にある場合
にしか実行できません。

注意：この操作は、ドライブが動作していない場合にしか実行で
きません。

ヒント User Settings を終了した時点で、ユーザ・パラメータ・アクセス

からログアウトします。
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セットアップ設定

Setup Settings インターフェイスで “P” パラメータまたは “T” パラメータを表

示 / 変更します。

P または T パラメータの表示 / 変更

1. Parameter Access Level にある を押します。

Setup Login ダイアログボックスが表示されます。 を押します。

前のページ
に戻る。

次のページ
に進む。

パラメータ番号

パラメータフィールド

パラメータ番号を選択し
て、そのパラメータの説明

をここに表示する。

パラメータ値を
リセットする。

重要 “P” または “T” パラメータを表示 / 変更するには、セットアップロ

グインにアクセスする必要があります。
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2. ユーザ詳細とパスワード詳細を入力します。

を押してユーザ詳細を入力します。終了したら、 を押しま

す。

を押してパスワード詳細を入力します。終了したら、 を押し

ます。

3. を押してログインします。

Current User に Setup と表示されます。これは、適切なアクセス権が付与

されていることを意味します。

4. ログインできたら、 を押して操作を続けます。

5. Setup Parameter Type にある または

を押します。

6. パラメータフィールドを押して、希望する値をキーパッドダイアログに

入力してから を押します。

7. または を押して、前のページに戻るか、次のページに進み、パ

ラメータを確認します。

重要 ログイン情報に誤りがある場合は、もう一度ログインするよう求
められます。
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“P” または “T” パラメータの復元

を押して、パラメータを工場出荷時の設定値に戻します。

を押して確定するか、 を押して取り消します。

注意：このグラフィック内の操作は、ローカル制御下にある場合
にしか実行できません。

注意：この操作は、ドライブが動作していない場合にしか実行で
きません。
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Notes:
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パラメータおよびファンクションコード

P パラメータ
パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限

P004 コマンドの生成元
0：通信ポート、1：その他の生成元

0 OFF 0 1

P005 工場出荷時の設定値に戻す。
40：ユーザレベル
30：設定レベル
50：R&D レベル

0 OFF 0 50

P007 位相当たりのパワーセルの数 9 ON 0 9

P008 ローカル制御下でのモータの回転方向
1：順方向、0：逆方向

1 OFF 0 1

P009 モータの回転方向の指令選択：
0：ローカル、1：DCS

0 OFF 0 1

P010 パワーセルのフォルトマスク 32767 ON 0 32767

P017 モータの極ペアの数 2 OFF 0 100

P018 エンコーダでのフライングスタートの有効 0 OFF 0 1

P019 エンコーダの分解能 1024 OFF 0 4096

P020 システムフォルトのマスクビット 32767 ON 0 32767

P021 システム警告のマスクビット 32767 ON 0 32767

P022 ロジックフォルト A のマスクビット 32767 ON 0 32767

P023 ロジックフォルト B のマスクビット 32767 ON 0 32767

P024 停止方法
0：減速停止、1：惰走停止

0 ON 0 1

P025 磁束減少の有効 0 ON 0 1

P026 磁束減少の負荷角スレッショルド 0 ON 0 180

P027 磁束減少の時間 5000 ON 0 32767

P028 磁束減少率 70 ON 0 100

P029 磁束復元の負荷角スレッショルド 0 ON 0 180

P040 安全始動条件
0：ゼロ周波数指令が必要である。
1：周波数指令を許可する。

1 OFF 0 1

P089 スキップ周波数の有効 / 無効
0：無効、1：有効

0 ON 0 1

P090 スキップ周波数 1 の下限 0 ON 0 75

P091 スキップ周波数 1 の上限 0 ON 0 75

P092 スキップ周波数 2 の下限 0 ON 0 75

P093 スキップ周波数 2 の上限 0 ON 0 75

P113 フライングスタート - 
初期出力電圧の割合 (%)

5 ON 0 100

P114 フライングスタート - モータ速度検索での
電流比較遅延 (msec)

1000 ON 0 5000

P115 フライングスタート - 正常なモータ速度検
索での電流スレッショルド

5 ON 0 100

P198 HECS 定格電流 (A) 0 ON 0 5000

P199 モータ定格電流 (A) 0 ON 0 5000

P200 Ia モータ電流メモリアドレス 13 ON 0 500

P201 モータ Ia スケーリング補正係数 100 ON 0 199.99
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P202 Ib モータ電流メモリアドレス 14 ON 0 500

P203 モータ Ib スケーリング補正係数 100 ON 0 199.99

P204 モータ Uab 電圧アドレス 11 ON 0 500

P205 モータ Uab 電圧のスケーリング補正係数 199.99 ON 0 199.99

P206 モータ Uac 電圧のスケーリング補正係数 199.99 ON 0 199.99

P211 異常出力電圧のフィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P212 出力短絡のフィルタ時間 (msec) 10 ON 0 32767

P213 出力短絡フォルトスレッショルド 180 ON 0 199.99

P214 過電流低速 / 高速領域境界 5 ON 0 100

P215 出力過電流のフィルタ時間 (0.1sec) 200 ON 0 32767

P216 高周波出力過電流スレッショルド 120 ON 0 199.99

P217 低周波出力過電流スレッショルド 70 ON 0 199.99

P218 モータ温度超過のフィルタ時間 (0.1sec) 6000 ON 0 32767

P219 モータ温度超過の警告スレッショルド 110 ON 0 199.99

P220 モータ温度超過のフォルトスレッショルド 120 ON 0 199.99

P221 出力過電圧のフィルタ時間 (msec) 100 ON 0 32767

P222 出力過電圧のフォルトスレッショルド 130 ON 0 199.99

P223 出力電圧偏差の警告スレッショルド 60 ON 0 199.99

P224 出力電圧偏差のフォルトスレッショルド 80 ON 0 199.99

P225 モータ温度超過の警告解除温度 100 ON 0 199.99

P226 出力電圧異常の警告解除スレッショルド 50 ON 0 199.99

P227 地絡検出のスケーリング補正係数 100 ON 0 199.99

P228 地絡のフィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P229 地絡警告スレッショルド 20 ON 0 199.99

P230 地絡トリップスレッショルド 60 ON 0 199.99

P231 超過速度フォルトのフィルタ時間 ( 上限 ) 100 ON 0 32767

P232 超過速度フォルトのフィルタ時間 ( 下限 ) 100 ON 0 32767

P233 下限周波数での超過速度フォルトのスレッ
ショルド

20 ON 0 199.99

P234 上限周波数での超過速度フォルトのスレッ
ショルド

20 ON 0 199.99

P235 周波数偏差の警告解除スレッショルド 0.99 ON 0 199.99

P236 周波数偏差の警告スレッショルド 6 ON 0 199.99

P237 周波数偏差の警告遅延 (msec) 8 ON 0 32767

P238 モータ・ストール・フォルトのスレッショ
ルド

10 ON 0 199.99

P239 モータ・ストール・フォルト遅延 (msec) 6000 ON 0 32767

P240 トランス温度超過フォルト遅延 (msec) 5000 ON 0 32767

P241 トランス温度超過警告遅延 (msec) 5000 ON 0 32767

P247 ソフトウェアインターロック：
1：無効、0：有効

1 ON 0 1

P250 入力コンタクタ / サーキットブレーカの閉
遅延 (msec)

5000 ON 0 10000

P251 周波数指令 - 低周波数領域境界 0.5 ON 0 100

P252 モータ停止中条件スレッショルド 1 ON 0 100

P253 モータの惰走停止時間 10 ON 0 10000

P256 地絡警告解除スレッショルド 10 ON 0 199.99

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限
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P257 モータストール警告解除スレッショルド 2.98 ON 0 199.99

P259 周波数指令アナログオフセット 0 ON -100 199.99

P260 周波数指令アナログスケーリング係数 100 ON 0 199.99

P261 周波数指令アナログ最小値 0.49 ON 0 199.99

P262 周波数指令の生成元選択：
0：デジタル、1：アナログ

0 OFF 0 1

P270 停止操作の遅延ロックアウト時間 (msec) 2000 ON 0 5000

P271 磁束遅延 (msec) 50 ON 0 5000

P300 デジタル出力 #0 メモリアドレス 99 ON 0 500

P301 デジタル出力 #0 ロジック：
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P302 デジタル出力 #0 ビット選択 (0 ～ 15) 0 ON 0 15

P303 デジタル出力 #0 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P304 デジタル出力 #1 メモリアドレス 99 ON 0 500

P305 デジタル出力 #1 ロジック：
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P306 デジタル出力 #1 ビット選択 (0 ～ 15) 1 ON 0 15

P307 デジタル出力 #1 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P308 デジタル出力 #2 メモリアドレス 99 ON 0 500

P309 デジタル出力 #2 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P310 デジタル出力 #2 ビット選択 (0 ～ 15) 2 ON 0 15

P311 デジタル出力 #2 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P312 デジタル出力 #3 メモリアドレス 99 ON 0 500

P313 デジタル出力 #3 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P314 デジタル出力 #3 ビット選択 (0 ～ 15) 3 ON 0 15

P315 デジタル出力 #3 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P316 デジタル出力 #4 メモリアドレス 99 ON 0 500

P317 デジタル出力 #4 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P318 デジタル出力 #4 ビット選択 (0 ～ 15) 4 ON 0 15

P319 デジタル出力 #4 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P320 デジタル出力 #5 メモリアドレス 99 ON 0 500

P321 デジタル出力 #5 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P322 デジタル出力 #5 ビット選択 (0 ～ 15) 5 ON 0 15

P323 デジタル出力 #5 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P324 デジタル出力 #6 メモリアドレス 99 ON 0 500

P325 デジタル出力 #6 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P326 デジタル出力 #6 ビット選択 (0 ～ 15) 6 ON 0 15

P327 デジタル出力 #6 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

P328 デジタル出力 #7 メモリアドレス 99 ON 0 500

P329 デジタル出力 #7 ロジック
1：反転あり、0：反転なし

0 ON 0 1

P330 デジタル出力 #7 ビット選択 (0 ～ 15) 7 ON 0 15

P331 デジタル出力 #7 遅延 (msec) 0 ON 0 32767

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限
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P332 アナログ出力 #1 メモリアドレス 252 ON 0 500

P333 アナログ出力 #1 フィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P334 アナログ出力 #1 オフセット 0 ON -100 100

P335 アナログ出力 #1 スケーリング係数 100 ON 0 199.99

P336 アナログ出力 #2 メモリアドレス 206 ON 0 500

P337 アナログ出力 #2 フィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P338 アナログ出力 #2 オフセット 0 ON -100 100

P339 アナログ出力 #2 スケーリング係数 100 ON 0 199.99

P340 アナログ出力 #3 メモリアドレス 0 ON 0 500

P341 アナログ出力 #3 フィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P342 アナログ出力 #3 オフセット 0 ON -100 100

P343 アナログ出力 #3 スケーリング係数 100 ON 0 199.99

P344 アナログ出力 #4 メモリアドレス 0 ON 0 500

P345 アナログ出力 #4 フィルタ時間 (msec) 1000 ON 0 32767

P346 アナログ出力 #4 オフセット 0 ON -100 100

P347 アナログ出力 #4 スケーリング係数 100 ON 0 199.99

P351 定格周波数 HMI ディスプレイフィルタ時
間 (msec)

100 ON 0 32767

P352 定格周波数 HMI ディスプレイ整数部 50 ON 0 75

P353 定格周波数 HMI ディスプレイ小数部 0 ON 0 1000

P354 モータ電圧 HMI ディスプレイフィルタ時
間 (msec)

2000 ON 0 32767

P355 モータ電圧 HMI ディスプレイ整数部 10000 ON 0 16384

P356 モータ電圧 HMI ディスプレイ小数部 0 ON 0 1000

P357 実周波数 HMI ディスプレイフィルタ時間
(msec)

100 ON 0 32767

P358 実周波数 HMI ディスプレイ整数部 50 ON 0 75

P359 実周波数 HMI ディスプレイ小数部 0 ON 0 1000

P360 モータ電流 HMI ディスプレイフィルタ時
間 (msec)

2000 ON 0 32767

P361 モータ電流 HMI ディスプレイ整数部 0 ON 0 5000

P362 モータ電流 HMI ディスプレイ小数部 0 ON 0 1000

P371 定格周波数 HMI ディスプレイアドレス 221 ON 0 500

P372 モータ電圧 HMI ディスプレイアドレス 119 ON 0 500

P373 実周波数 HMI ディスプレイアドレス 252 ON 0 500

P374 モータ電流 HMI ディスプレイアドレス 118 ON 0 500

P399 減速時間 (sec) 300 ON 0 3276

P400 入力電源損失時の減速時間 (sec) 200 ON 0 3276

P401 加速時間 (sec) 200 ON 0 3276

P402 加速ランプ遷移時間 (sec) 3 ON 0 3276

P403 加速時間の単位
1000 = 0.01sec
10000 = 0.1sec

0.1 ON 0 0.1

P405 減速ランプ遷移時間 (sec) 3 ON 0 3276

P406 減速時間の単位
1000 = 0.01sec
10000 = 0.1sec

0.1 ON 0 0.1

P409 誤差項の増幅係数 100 ON 0 199.99

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限
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P413 周波数指令の下限 0 ON -16384 16384

P414 周波数指令デッドバンドの上限 0.49 ON 0 100

P415 周波数指令の上限 16384 ON -16384 16384

P416 フライング・スタート・モード
0：無効
1：設定周波数
2：停止周波数 + 5Hz
3：定格周波数

0 ON 0 3

P417 フライング・スタート・モータ速度検索タ
イムアウト (sec)

50 ON 0 1000

P438 フライングスタート電流補正スレッショル
ド

100 ON 0 199.99

P439 電流補正出力の上限 100 ON 0 100

P442 電流補正スレッショルド 190 ON 0 199.99

P443 電流補正入力デッドバンドの上限 0 ON -16384 32767

P444 電流補正入力デッドバンドの下限 0 ON -16384 32767

P445 電流補正の比例係数 (%) 5 ON 0 199.99

P446 電流補正の整数係数 (msec) 100 ON 0 32767

P447 電流補正出力の下限 -100 ON -100 0

P448 電流補正の最小周波数 5 ON 0 100

P449 電流補正出力の比例係数 (%) 0.99 ON 0 199.99

P450 周波数補正出力の上限 100 ON 0 100

P451 低速電圧補正 (%) 0.99 OFF 0 10

P452 低速電圧補正周波数スレッショルド 20 ON 0 100

P453 V/F 曲線
0：直線
1：指数曲線
2：事前定義済み曲線 #1
3：事前定義済み曲線 #2

1 OFF 0 3

P454 磁束時間 (sec) 0.5 OFF 0 10

P455 変調指数 87.99 ON 0 199.99

P456 モータ電圧の上限 87.99 ON 0 199.99

P457 フライングスタート電圧回復時間 (sec) 
( 低速領域 )

5 ON 0 163.84

P458 係数 A 40 OFF 0 100

P459 フライングスタート電圧回復時間 (sec) 
( 高速領域 )

5 ON 0 163.84

P460 定格出力周波数 50 OFF 0 75

P461 再始動対応 0 ON 0 1

P462 フォルト・リセット・タイムアウト (sec) 120 ON 0 120

P463 フライングスタート低速 / 高速領域境界
(%)

16 ON 0 100

P465 パワー・セル・フォルト自動リセット遅延
(sec)

4 ON 0 10

P466 最大出力周波数 50 OFF 0 75

P467 超過速度対応 0 OFF 0 1

P470 バージョン互換対応 1 OFF 0 1

P497 DSP メインファームウェアのメジャーリビ
ジョン番号

0 変更不可 － －

P498 DSP メインファームウェアのマイナーリビ
ジョン番号

2 変更不可 － －

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限
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T パラメータ

P499 フォルト・マスク・ボタンの表示 0 ON 0 1

P500 DSP 変数の表示 0 ON 0 1

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限

パラメー
タ番号

説明
デフォル
ト値

ルートの
変更

下限 上限

T01 Fault-To-Bypass
0：無効、1：有効

0 ON 0 1

T02 Fault-To-Bypass 遅延 3 ON 0 60

T03 モータ始動時の Fault-To-Bypass 遅延
(0 ～ 60sec)

60 ON 0 60

T04 Fault-To-Bypass 最小周波数
0 ～定格周波数 (Hz)

5 ON 0 定格周波数

T05 入力供給電源損失後の自動再始動
0：無効、1：有効

0 ON 0 1

T06 自動再始動の入力供給電源損失時間
(0 ～ 20sec)

20 ON 0 20

T07 ローカル周波数指令選択
0：デジタル
1：アナログ

0 ON 0 1

T08 リモート周波数指令選択
1：アナログ
2：4 段階速度
4：通信ポート

1 ON 1 4

T09 加速または減速の周波数ステップ 1 ON 1 定格周波数

T10 構成環境から出るためのパスワード 555 OFF

T11 Bypass-To-Drive または Drive-To-Bypass
の自動選択

T12 PID パラメータ設定

P 0.01 ON 0 32767

I 0.01 ON 0 32767

D 0 ON 0 32767

D ゲイン 0 ON 0 32767

T13 4 段階可変速度 (T8=2 の場合のみ有効 )

速度 1 10 ON 0 定格周波数

速度 2 20 ON 0 定格周波数

速度 3 30 ON 0 定格周波数

速度 4 40 ON 0 定格周波数
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アラームリスト
コード アラーム

F0000 パワーセル #1 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0001 パワーセル #1 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0002 パワーセル #1 で入力過電圧が発生した。

F0004 パワーセル #1 で通信エラーが発生した。

F0005 パワーセル #1 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0006 パワーセル #1 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0007 パワーセル #1 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0008 パワーセル #1 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0009 パワーセル #1 がバイパスされた。

F0010 パワーセル #1 で温度超過が発生した。

F0011 パワーセル #1 のバイパスに失敗した。

F0012 パワーセル #1 で 1 つの位相が失われた。

F0013 パワーセル #1 で 2 つの位相が失われた。

F0100 パワーセル #2 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0101 パワーセル #2 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0102 パワーセル #2 で入力過電圧が発生した。

F0104 パワーセル #2 で通信エラーが発生した。

F0105 パワーセル #2 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0106 パワーセル #2 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0107 パワーセル #2 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0108 パワーセル #2 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0109 パワーセル #2 がバイパスされた。

F0110 パワーセル #2 で温度超過が発生した。

F0111 パワーセル #2 のバイパスに失敗した。

F0112 パワーセル #2 で 1 つの位相が失われた。

F0113 パワーセル #2 で 2 つの位相が失われた。

F0200 パワーセル #3 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0201 パワーセル #3 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0202 パワーセル #3 で入力過電圧が発生した。

F0204 パワーセル #3 で通信エラーが発生した。

F0205 パワーセル #3 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0206 パワーセル #3 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0207 パワーセル #3 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0208 パワーセル #3 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0209 パワーセル #3 がバイパスされた。

F0210 パワーセル #3 で温度超過が発生した。

F0211 パワーセル #3 のバイパスに失敗した。

F0212 パワーセル #3 で 1 つの位相が失われた。

F0213 パワーセル #3 で 2 つの位相が失われた。

F0300 パワーセル #4 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0301 パワーセル #4 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0302 パワーセル #4 で入力過電圧が発生した。

F0304 パワーセル #4 で通信エラーが発生した。

F0305 パワーセル #4 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0306 パワーセル #4 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。
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F0307 パワーセル #4 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0308 パワーセル #4 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0309 パワーセル #4 がバイパスされた。

F0310 パワーセル #4 で温度超過が発生した。

F0311 パワーセル #4 のバイパスに失敗した。

F0312 パワーセル #4 で 1 つの位相が失われた。

F0313 パワーセル #4 で 2 つの位相が失われた。

F0400 パワーセル #5 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0401 パワーセル #5 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0402 パワーセル #5 で入力過電圧が発生した。

F0404 パワーセル #5 で通信エラーが発生した。

F0405 パワーセル #5 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0406 パワーセル #5 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0407 パワーセル #5 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0408 パワーセル #5 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0409 パワーセル #5 がバイパスされた。

F0410 パワーセル #5 で温度超過が発生した。

F0411 パワーセル #5 のバイパスに失敗した。

F0412 パワーセル #5 で 1 つの位相が失われた。

F0413 パワーセル #5 で 2 つの位相が失われた。

F0500 パワーセル #6 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0501 パワーセル #6 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0502 パワーセル #6 で入力過電圧が発生した。

F0504 パワーセル #6 で通信エラーが発生した。

F0505 パワーセル #6 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0506 パワーセル #6 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0507 パワーセル #6 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0508 パワーセル #6 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0509 パワーセル #6 がバイパスされた。

F0510 パワーセル #6 で温度超過が発生した。

F0511 パワーセル #6 のバイパスに失敗した。

F0512 パワーセル #6 で 1 つの位相が失われた。

F0513 パワーセル #6 で 2 つの位相が失われた。

F0600 パワーセル #7 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0601 パワーセル #7 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0602 パワーセル #7 で入力過電圧が発生した。

F0604 パワーセル #7 で通信エラーが発生した。

F0605 パワーセル #7 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0606 パワーセル #7 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0607 パワーセル #7 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0608 パワーセル #7 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0609 パワーセル #7 がバイパスされた。

F0610 パワーセル #7 で温度超過が発生した。

F0611 パワーセル #7 のバイパスに失敗した。

F0612 パワーセル #7 で 1 つの位相が失われた。

F0613 パワーセル #7 で 2 つの位相が失われた。

コード アラーム
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F0700 パワーセル #8 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0701 パワーセル #8 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0702 パワーセル #8 で入力過電圧が発生した。

F0704 パワーセル #8 で通信エラーが発生した。

F0705 パワーセル #8 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0706 パワーセル #8 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0707 パワーセル #8 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0708 パワーセル #8 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0709 パワーセル #8 がバイパスされた。

F0710 パワーセル #8 で温度超過が発生した。

F0711 パワーセル #8 のバイパスに失敗した。

F0712 パワーセル #8 で 1 つの位相が失われた。

F0713 パワーセル #8 で 2 つの位相が失われた。

F0800 パワーセル #9 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0801 パワーセル #9 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0802 パワーセル #9 で入力過電圧が発生した。

F0804 パワーセル #9 で通信エラーが発生した。

F0805 パワーセル #9 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0806 パワーセル #9 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0807 パワーセル #9 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0808 パワーセル #9 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0809 パワーセル #9 がバイパスされた。

F0810 パワーセル #9 で温度超過が発生した。

F0811 パワーセル #9 のバイパスに失敗した。

F0812 パワーセル #9 で 1 つの位相が失われた。

F0813 パワーセル #9 で 2 つの位相が失われた。

F0900 パワーセル #10 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F0901 パワーセル #10 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F0902 パワーセル #10 で入力過電圧が発生した。

F0904 パワーセル #10 で通信エラーが発生した。

F0905 パワーセル #10 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F0906 パワーセル #10 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F0907 パワーセル #10 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F0908 パワーセル #10 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F0909 パワーセル #10 がバイパスされた。

F0910 パワーセル #10 で温度超過が発生した。

F0911 パワーセル #10 のバイパスに失敗した

F0912 パワーセル #10 で 1 つの位相が失われた。

F0913 パワーセル #10 で 2 つの位相が失われた。

F1000 パワーセル #11 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1001 パワーセル #11 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1002 パワーセル #11 で入力過電圧が発生した。

F1004 パワーセル #11 で通信エラーが発生した。

F1005 パワーセル #11 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1006 パワーセル #11 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1007 パワーセル #11 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

コード アラーム
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F1008 パワーセル #11 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した

F1009 パワーセル #11 がバイパスされた。

F1010 パワーセル #11 で温度超過が発生した。

F1011 パワーセル #11 のバイパスに失敗した。

F1012 パワーセル #11 で 1 つの位相が失われた。

F1013 パワーセル #11 で 2 つの位相が失われた。

F1100 パワーセル #12 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1101 パワーセル #12 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1102 パワーセル #12 で入力過電圧が発生した。

F1104 パワーセル #12 で通信エラーが発生した。

F1105 パワーセル #12 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1106 パワーセル #12 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1107 パワーセル #12 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1108 パワーセル #12 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1109 パワーセル #12 がバイパスされた。

F1110 パワーセル #12 で温度超過が発生した。

F1111 パワーセル #12 のバイパスに失敗した。

F1112 パワーセル #12 で 1 つの位相が失われた。

F1113 パワーセル #12 で 2 つの位相が失われた。

F1200 パワーセル #13 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1201 パワーセル #13 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1202 パワーセル #13 で入力過電圧が発生した。

F1204 パワーセル #13 で通信エラーが発生した。

F1205 パワーセル #13 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1206 パワーセル #13 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1207 パワーセル #13 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1208 パワーセル #13 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1209 パワーセル #13 がバイパスされた。

F1210 パワーセル #13 で温度超過が発生した。

F1211 パワーセル #13 のバイパスに失敗した。

F1212 パワーセル #13 で 1 つの位相が失われた。

F1213 パワーセル #13 で 2 つの位相が失われた。

F1300 パワーセル #14 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1301 パワーセル #14 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1302 パワーセル #14 で入力過電圧が発生した。

F1304 パワーセル #14 で通信エラーが発生した。

F1305 パワーセル #14 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1306 パワーセル #14 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1307 パワーセル #14 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1308 パワーセル #14 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1309 パワーセル #14 がバイパスされた。

F1310 パワーセル #14 で温度超過が発生した。

F1311 パワーセル #14 のバイパスに失敗した。

F1312 パワーセル #14 で 1 つの位相が失われた。

F1313 パワーセル #14 で 2 つの位相が失われた。

F1400 パワーセル #15 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。
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F1401 パワーセル #15 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1402 パワーセル #15 で入力過電圧が発生した。

F1404 パワーセル #15 で通信エラーが発生した。

F1405 パワーセル #15 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1406 パワーセル #15 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1407 パワーセル #15 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1408 パワーセル #15 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1409 パワーセル #15 がバイパスされた。

F1410 パワーセル #15 で温度超過が発生した。

F1411 パワーセル #15 のバイパスに失敗した

F1412 パワーセル #15 で 1 つの位相が失われた。

F1413 パワーセル #15 で 2 つの位相が失われた。

F1500 パワーセル #16 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1501 パワーセル #16 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1502 パワーセル #16 で入力過電圧が発生した。

F1504 パワーセル #16 で通信エラーが発生した。

F1505 パワーセル #16 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1506 パワーセル #16 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1507 パワーセル #16 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1508 パワーセル #16 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1509 パワーセル #16 がバイパスされた。

F1510 パワーセル #16 で温度超過が発生した。

F1511 パワーセル #16 のバイパスに失敗した。

F1512 パワーセル #16 で 1 つの位相が失われた。

F1513 パワーセル #16 で 2 つの位相が失われた。

F1600 パワーセル #17 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1601 パワーセル #17 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1602 パワーセル #17 で入力過電圧が発生した。

F1604 パワーセル #17 で通信エラーが発生した。

F1605 パワーセル #17 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1606 パワーセル #17 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1607 パワーセル #17 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1608 パワーセル #17 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1609 パワーセル #17 がバイパスされた。

F1610 パワーセル #17 で温度超過が発生した。

F1611 パワーセル #17 のバイパスに失敗した。

F1612 パワーセル #17 で 1 つの位相が失われた。

F1613 パワーセル #17 で 2 つの位相が失われた。

F1700 パワーセル #18 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1701 パワーセル #18 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1702 パワーセル #18 で入力過電圧が発生した。

F1704 パワーセル #18 で通信エラーが発生した。

F1705 パワーセル #18 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1706 パワーセル #18 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1707 パワーセル #18 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1708 パワーセル #18 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。
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F1709 パワーセル #18 がバイパスされた。

F1710 パワーセル #18 で温度超過が発生した。

F1711 パワーセル #18 のバイパスに失敗した。

F1712 パワーセル #18 で 1 つの位相が失われた

F1713 パワーセル #18 で 2 つの位相が失われた。

F1800 パワーセル #19 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1801 パワーセル #19 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1802 パワーセル #19 で入力過電圧が発生した。

F1804 パワーセル #19 で通信エラーが発生した。

F1805 パワーセル #19 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1806 パワーセル #19 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1807 パワーセル #19 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1808 パワーセル #19 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1809 パワーセル #19 がバイパスされた。

F1810 パワーセル #19 で温度超過が発生した。

F1811 パワーセル #19 のバイパスに失敗した。

F1812 パワーセル #19 で 1 つの位相が失われた。

F1813 パワーセル #19 で 2 つの位相が失われた。

F1900 パワーセル #20 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F1901 パワーセル #20 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F1902 パワーセル #20 で入力過電圧が発生した。

F1904 パワーセル #20 で通信エラーが発生した。

F1905 パワーセル #20 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F1906 パワーセル #20 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F1907 パワーセル #20 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F1908 パワーセル #20 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F1909 パワーセル #20 がバイパスされた。

F1910 パワーセル #20 で温度超過が発生した。

F1911 パワーセル #20 のバイパスに失敗した。

F1912 パワーセル #20 で 1 つの位相が失われた。

F1913 パワーセル #20 で 2 つの位相が失われた。

F2000 パワーセル #21 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2001 パワーセル #21 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2002 パワーセル #21 で入力過電圧が発生した。

F2004 パワーセル #21 で通信エラーが発生した。

F2005 パワーセル #21 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2006 パワーセル #21 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2007 パワーセル #21 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2008 パワーセル #21 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2009 パワーセル #21 がバイパスされた。

F2010 パワーセル #21 で温度超過が発生した。

F2011 パワーセル #21 のバイパスに失敗した。

F2012 パワーセル #21 で 1 つの位相が失われた。

F2013 パワーセル #21 で 2 つの位相が失われた。

F2100 パワーセル #22 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2101 パワーセル #22 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。
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F2102 パワーセル #22 で入力過電圧が発生した。

F2104 パワーセル #22 で通信エラーが発生した。

F2105 パワーセル #22 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2106 パワーセル #22 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2107 パワーセル #22 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2108 パワーセル #22 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2109 パワーセル #22 がバイパスされた。

F2110 パワーセル #22 で温度超過が発生した。

F2111 パワーセル #22 のバイパスに失敗した。

F2112 パワーセル #22 で 1 つの位相が失われた。

F2113 パワーセル #22 で 2 つの位相が失われた。

F2200 パワーセル #23 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2201 パワーセル #23 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2202 パワーセル #23 で入力過電圧が発生した。

F2204 パワーセル #23 で通信エラーが発生した。

F2205 パワーセル #23 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2206 パワーセル #23 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2207 パワーセル #23 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2208 パワーセル #23 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2209 パワーセル #23 がバイパスされた。

F2210 パワーセル #23 で温度超過が発生した。

F2211 パワーセル #23 のバイパスに失敗した。

F2212 パワーセル #23 で 1 つの位相が失われた。

F2213 パワーセル #23 で 2 つの位相が失われた。

F2300 パワーセル #24 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2301 パワーセル #24 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2302 パワーセル #24 で入力過電圧が発生した。

F2304 パワーセル #24 で通信エラーが発生した。

F2305 パワーセル #24 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2306 パワーセル #24 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2307 パワーセル #24 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2308 パワーセル #24 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2309 パワーセル #24 がバイパスされた。

F2310 パワーセル #24 で温度超過が発生した。

F2311 パワーセル #24 のバイパスに失敗した。

F2312 パワーセル #24 で 1 つの位相が失われた。

F2313 パワーセル #24 で 2 つの位相が失われた。

F2400 パワーセル #25 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2401 パワーセル #25 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2402 パワーセル #25 で入力過電圧が発生した。

F2404 パワーセル #25 で通信エラーが発生した。

F2405 パワーセル #25 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2406 パワーセル #25 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2407 パワーセル #25 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2408 パワーセル #25 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2409 パワーセル #25 がバイパスされた。
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F2410 パワーセル #25 で温度超過が発生した。

F2411 パワーセル #25 のバイパスに失敗した。

F2412 パワーセル #25 で 1 つの位相が失われた。

F2413 パワーセル #25 で 2 つの位相が失われた。

F2500 パワーセル #26 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2501 パワーセル #26 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2502 パワーセル #26 で入力過電圧が発生した。

F2504 パワーセル #26 で通信エラーが発生した。

F2505 パワーセル #26 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2506 パワーセル #26 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2507 パワーセル #26 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2508 パワーセル #26 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2509 パワーセル #26 がバイパスされた。

F2510 パワーセル #26 で温度超過が発生した。

F2511 パワーセル #26 のバイパスに失敗した。

F2512 パワーセル #26 で 1 つの位相が失われた。

F2513 パワーセル #26 で 2 つの位相が失われた。

F2600 パワーセル #27 で IGBT セット #1 の過電流が発生した。

F2601 パワーセル #27 で IGBT セット #2 の過電流が発生した。

F2602 パワーセル #27 で入力過電圧が発生した。

F2604 パワーセル #27 で通信エラーが発生した。

F2605 パワーセル #27 に IGBT セット #1 の PWM1 パルスがない。

F2606 パワーセル #27 に IGBT セット #2 の PWM2 パルスがない。

F2607 パワーセル #27 で IGBT セット #1 への電源投入に失敗した。

F2608 パワーセル #27 で IGBT セット #2 への電源投入に失敗した。

F2609 パワーセル #27 がバイパスされた。

F2610 パワーセル #27 で温度超過が発生した。

F2611 パワーセル #27 のバイパスに失敗した。

F2612 パワーセル #27 で 1 つの位相が失われた。

F2613 パワーセル #27 で 2 つの位相が失われた。

F2700 出力短絡

F2701 出力過電流

F2702 モータの温度超過

F2703 出力過電圧

F2704 異常出力電圧

F2705 地絡

F2706 速度超過フォルト

F2707 モータストール

F2900 ドライブの通電中にキャビネットのドアが開いた。

F2901 非常停止トリップ

F2902 入力サーキットブレーカが開いた ( ドライブで始動されていない )。

F2903 始動時に非ゼロ周波数指令が存在する。

F2904 フライングスタートに失敗した。

F2905 入力サーキットブレーカがトリップした。

F2909 システムがロックされている。

F2910 CPU ボードが間違った位置に取付けられている。
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F2911 AT ボードが間違った位置に取付けられている。

F2912 5V 電源フォルト

F2913 15V 電源フォルト

F2914 24V DCS 電源フォルト

F2915 24V PLC 電源フォルト

F3000 PWMA ボードが間違った位置に取付けられている。

F3001 PWMB ボードが間違った位置に取付けられている。

F3002 PWMC ボードが間違った位置に取付けられている。

F3003 DT ボードが間違った位置に取付けられている。

F3100 PWMA ボードには PUA1 ボードとの互換性がない。

F3101 PWMA ボードには PUA2 ボードとの互換性がない。

F3102 PWMA ボードには PUA3 ボードとの互換性がない。

F3103 PWMA ボードには PUA4 ボードとの互換性がない。

F3104 PWMA ボードには PUA5 ボードとの互換性がない。

F3105 PWMA ボードには PUA6 ボードとの互換性がない。

F3106 PWMA ボードには PUA7 ボードとの互換性がない。

F3107 PWMA ボードには PUA8 ボードとの互換性がない。

F3108 PWMA ボードには PUA9 ボードとの互換性がない。

F3109 PWMA ボードには PUA10 ボードとの互換性がない。

F3110 PWMA ボードには PUA11 ボードとの互換性がない。

F3111 PWMA ボードには PUA12 ボードとの互換性がない。

F3112 PWMA ボードには PUA13 ボードとの互換性がない。

F3113 1 次 FPGA には PWMA ボードとの互換性がない。

F3114 1 次 FPGA には PWMB ボードとの互換性がない。

F3115 1 次 FPGA には PWMC ボードとの互換性がない。

F3200 PWMB ボードには PUB1 ボードとの互換性がない。

F3201 PWMB ボードには PUB2 ボードとの互換性がない。

F3202 PWMB ボードには PUB3 ボードとの互換性がない。

F3203 PWMB ボードには PUB4 ボードとの互換性がない。

F3204 PWMB ボードには PUB5 ボードとの互換性がない。

F3205 PWMB ボードには PUB6 ボードとの互換性がない。

F3206 PWMB ボードには PUB7 ボードとの互換性がない。

F3207 PWMB ボードには PUB8 ボードとの互換性がない。

F3208 PWMB ボードには PUB9 ボードとの互換性がない。

F3209 PWMB ボードには PUB10 ボードとの互換性がない。

F3210 PWMB ボードには PUB11 ボードとの互換性がない。

F3211 PWMB ボードには PUB12 ボードとの互換性がない。

F3212 PWMB ボードには PUB13 ボードとの互換性がない。

F3213 1 次 FPGA には DT ボードとの互換性がない。

F3214 1 次 DSP には 1 次 FPGA との互換性がない。

F3215 1 次 DSP には 2 次 DSP との互換性がない。

F3300 PWMC ボードには PUC1 ボードとの互換性がない。

F3301 PWMC ボードには PUC2 ボードとの互換性がない。

F3302 PWMC ボードには PUC3 ボードとの互換性がない。

F3303 PWMC ボードには PUC4 ボードとの互換性がない。

F3304 PWMC ボードには PUC5 ボードとの互換性がない。
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F3305 PWMC ボードには PUC6 ボードとの互換性がない。

F3306 PWMC ボードには PUC7 ボードとの互換性がない。

F3307 PWMC ボードには PUC8 ボードとの互換性がない。

F3308 PWMC ボードには PUC9 ボードとの互換性がない。

F3309 PWMC ボードには PUC10 ボードとの互換性がない。

F3310 PWMC ボードには PUC11 ボードとの互換性がない。

F3311 PWMC ボードには PUC12 ボードとの互換性がない。

F3312 PWMC ボードには PUC13 ボードとの互換性がない。

F3313 システムのバージョンに互換性がない。

F3400 1 次 DSP には PLC との互換性がない。

F3401 HMI には PLC との互換性がない。

F3402 1 次 DSP には HMI との互換性がない。

FCOM1 DSP 通信フォルト

FCOM2 PLC 通信フォルト

FP006 トランスの温度超過トリップ

FP007 補助電源が切断されている。

FP008 キャビネットのドアが開いている。

W0003 パワーセル #1 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0014 パワーセル #1 での入力過電圧に関する警告

W0103 パワーセル #2 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0114 パワーセル #2 での入力過電圧に関する警告

W0203 パワーセル #3 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0214 パワーセル #3 での入力過電圧に関する警告

W0303 パワーセル #4 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0314 パワーセル #4 での入力過電圧に関する警告

W0403 パワーセル #5 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0414 パワーセル #5 での入力過電圧に関する警告

W0503 パワーセル #6 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0514 パワーセル #6 での入力過電圧に関する警告

W0603 パワーセル #7 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0614 パワーセル #7 での入力過電圧に関する警告

W0703 パワーセル #8 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0714 パワーセル #8 での入力過電圧に関する警告

W0803 パワーセル #9 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0814 パワーセル #9 での入力過電圧に関する警告

W0903 パワーセル #10 での DC バスの不足電圧に関する警告

W0914 パワーセル #10 での入力過電圧に関する警告

W1003 パワーセル #11 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1014 パワーセル #11 での入力過電圧に関する警告

W1103 パワーセル #12 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1114 パワーセル #12 での入力過電圧に関する警告

W1203 パワーセル #13 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1214 パワーセル #13 での入力過電圧に関する警告

W1303 パワーセル #14 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1314 パワーセル #14 での入力過電圧に関する警告

W1403 パワーセル #15 での DC バスの不足電圧に関する警告

コード アラーム
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W1414 パワーセル #15 での入力過電圧に関する警告

W1503 パワーセル #16 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1514 パワーセル #16 での入力過電圧に関する警告

W1603 パワーセル #17 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1614 パワーセル #17 での入力過電圧に関する警告

W1703 パワーセル #18 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1714 パワーセル #18 での入力過電圧に関する警告

W1803 パワーセル #19 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1814 パワーセル #19 での入力過電圧に関する警告

W1903 パワーセル #20 での DC バスの不足電圧に関する警告

W1914 パワーセル #20 での入力過電圧に関する警告

W2003 パワーセル #21 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2014 パワーセル #21 での入力過電圧に関する警告

W2103 パワーセル #22 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2114 パワーセル #22 での入力過電圧に関する警告

W2203 パワーセル #23 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2214 パワーセル #23 での入力過電圧に関する警告

W2303 パワーセル #24 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2314 パワーセル #24 での入力過電圧に関する警告

W2403 パワーセル #25 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2414 パワーセル #25 での入力過電圧に関する警告

W2503 パワーセル #26 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2514 パワーセル #26 での入力過電圧に関する警告

W2603 パワーセル #27 での DC バスの不足電圧に関する警告

W2614 パワーセル #27 での入力過電圧に関する警告

W2800 モータの温度超過に関する警告

W2801 異常出力電圧に関する警告

W2802 地絡に関する警告

W2803 出力周波数偏差に関する警告

W3314 バージョンフォルト識別コードエラー

WP001 制御電源スイッチに関する警告

WP002 トランスキャビネットのファンのフォルト

WP003 電源モジュールキャビネットのファンのフォルト

WP004 トランスの温度超過に関する警告 

WP005 アナログ損失に関する警告

WP009 電源モジュールキャビネットのファンのサーキットブレーカが開いてい
る。

WP010 トランスキャビネットのファンのサーキットブレーカが開いている。

コード アラーム
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第 5章

予防保守およびコンポーネンの交換

安全

はじめに ドライブは、そのドライブのために設計されたパラメータを使用せずに動作
すると、製品寿命が短くなることがあります。動作環境が仕様の範囲内であ
ることを必ず確認してください。日常点検と定期保守を実施することで、機
器の製品寿命を最大限に延ばすことができます。

注意：通電中の高圧モータ制御機器の取り扱いには常に危険が伴
います。感電や衝突、制御機器の予期しない動作により、重傷を
負う恐れがあり、場合によっては命を落とすこともあります。制
御装置を電源から取り外してロックアウトしたら、蓄積されてい
るエネルギーを放出することをお奨めします。NEMA 規格に準拠

している国と地域では、National Fire Protection Association 
Standard No. NFPA70E, Part II( 全米防火協会規格 No. NFPA70E、
第 II 部 ) を参照し、( 露出した回路部品での作業またはその近辺で

の作業を実施する前に、電気回路と電気機器を非通電状態にして
ロックアウト / タグアウトすることができない場合は ) OSHA 
Rules for Control of Hazardous Energy Sources (Lockout/Tagout) 
( 危険なエネルギー源の制御 ( ロックアウト / タグアウト ) に関す

る OSHA 規則 ) と OSHA Electrical Safety Related Work Practices 
(OSHA 電気的安全性に関連した作業実施要領 ) を参照して、ロッ

クアウト / タグアウトに必要な手順、適切な作業実施要領、作業

員の資格と必要なトレーニングなどを確認してください。IEC 規

格に準拠している国と地域では、現地の法規と規制を参照してく
ださい。

注意：現地の法規と規制に合った個人用保護具 (PPE：Personal 
Protective Equipment) を着用してください。この措置を取らない

と、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、場合によっては命を
落とすこともあります。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。

注意：これらの作業は、必ずこの種の作業の経験が豊富な作業員
が実施しなければなりません。作業を開始する前に、本書全体に
目を通し、内容を把握しておく必要があります。質問や不明点が
ある場合は、当社までお問い合わせください。
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日常の点検

ドライブの通常の動作時に、以下の点を確認してください。

• ドライブまたはモータに異常な雑音や振動がないか

• ドライブまたはモータに異常な温度が見られないか

• 制御室内の周囲温度が公称動作温度を超えていないか

• 制御室の床面または表面にごみや微粒子がたまっていないか

• 公称値を超える異常な負荷電流がないか

定期保守間隔

年間保守要件は、119 ページにガイドラインとしてまとめられています。予

防保守計画の基準となる具体的な手順は、78 ページの冒頭を参照してくだ

さい。

高圧モータ制御機器は、定期的に点検する必要があります。点検の頻度は環
境条件と動作条件によって異なり、経験から得た知識に基づいて調整しま
す。最初の全体的な点検は、設置してから 3 ～ 4 カ月以内に実施することを

お奨めします。定期保守計画を策定する場合の一般ガイドラインとして以下
の規格を参照してください。NEMA (National Electrical Manufacturers 
Association) 規格に準拠している国と地域では、MV ドライブに関する NEMA
規格 No. ICS 1.1: Safety Guidelines for the Application, Installation, and Maintenance 
of Solid-Sate Control ( ソリッドステート制御機器の適用、設置、および保守の

ための安全ガイドライン ) と MV 制御装置に関する NEMA 規格 No. ICS 1.3: 
Preventive Maintenance of Industrial Control and Systems Equipment ( 産業用制御

およびシステム機器の予防保守 ) を参照してください。IEC 規格に準拠して

いる国と地域では、MV ドライブに関する IEC 61800-5-1 セクション 6.5 と

MV 制御装置に関する IEC 60470 セクション 10 および IEC 62271-1 セクショ

ン 10.4 を参照してください。

点検の結果、ごみ、埃、水滴、その他の汚染物質が制御機器に付着している
ことが判明した場合は、原因を特定して解消する必要があります。この原因
として、エンクロージャの開口部 ( 導管など ) がシールで密封されていない

か、操作手順が間違っていることが考えられます。破損したシールや脆く
なったシールを取り替え、損傷または不具合のある部品を修理するか交換し
ます。制御機器自体の交換は、掃除機を使って清掃したり、丁寧に拭き取っ
たりしても、ごみや汚れがうまく取れない場合に行なってください。

重要 圧縮空気は、ごみ、埃、塵などを別の部品や機器に移動させたり、
損傷を受けやすい部品を傷つけたりする可能性があるため、清掃
の目的に使用することはお奨めしません。
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物理的点検 ( 高電圧

も制御電源も存在し
ない状態 ) 

電源接続の点検

• PowerFlex 6000 ドライブ、入力 / 出力 / バイパスセクション、関連するす

べてのドライブコンポーネントを点検し、電源ケーブルの接続と接地
ケーブルの接続に緩みがないかを確認します。緩みがある場合は、必要
な締付けトルク仕様の値まで締めます。

• バスバーを点検して加熱や変色の兆候がないかを確認し、バス接続を必
要な締付けトルク仕様の値まで締めます。

• すべてのケーブルとバスバーを清掃して、たまったごみや埃を取り除き
ます。

• 電源ユニットの入力 / 出力ケーブル用ねじのトルクが指定の範囲内にあ

るかどうかを確認します。

• すべての接続でトルク密封装置を使用します。信号接地と安全接地に対
して整合性チェックを実行します。

物理的点検

• 低圧コンパートメント内のコンポーネントに目視可能 / 物理的な損傷や

劣化の兆候がないかを確認します。

- リレー、コンタクタ、タイマ、コネクタ端子、サーキットブレーカ、
リボンケーブル、制御線、UPS ( 無停電電源装置 )、AC/DC 電源など

が点検の対象になります。損傷や劣化の原因としては、腐食、過剰な
温度上昇、汚染などが考えられます。

• 高圧コンパートメント内のコンポーネント ( ケーブル、コンタクタ、

サーキットブレーカ、絶縁分離ブレード、電源ユニットなど ) に目視可

能 / 物理的な損傷や劣化の兆候がないかを確認します。

- 主冷却ファン、電源装置、ヒートシンク、回路基板、絶縁体、ケーブ
ル、コンデンサ、電流トランス、電圧変成器、ヒューズ、配線装置な
どが点検の対象になります。損傷や劣化の原因としては、腐食、過剰
な温度上昇、汚染などが考えられます。

• 掃除機を使用して ( ブロワは使用しない ) 汚れのあるすべてのコンポー

ネントを清掃し、必要に応じてコンポーネントの汚れを拭き取ります。

• 物理的点検を実施し、コンタクタ / アイソレータのインターロックとド

アのインターロックが正常に動作するかどうかを確認します。

• 物理的検査を実施し、キーインターロックが正常に動作するかどうかを
確認します。

• ファンの清掃を行ない、通気路がふさがっていないことと、羽根車が何
の支障もなく円滑に回転することを確認します。

• トランス、モータ、および関連ケーブル配線に対して絶縁抵抗試験を実
施します。

• すべてのボルトがしっかり固定されているかどうかを確認し、必要に応
じて調整を加えます。
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高圧試験

高圧絶縁抵抗 (IR：Insulation Resistance) 試験または耐電圧 ( 絶縁抵抗 ) 試験

は、ソリッドステート制御機器を点検する目的に使用してはなりません。ト
ランスやモータなどの電気機器の絶縁抵抗試験では、試験を実施する前に、
ソリッドステート制御機器をバイパスする必要があります。絶縁抵抗試験を
実施した直後に目視確認できる損傷がない場合でも、ソリッドステート制御
機器が劣化しており、高電圧を繰返し印加することで故障に至る可能性があ
ります。

フォルト状態後の保守

正しく調整されたモータ分岐回路で短絡保護装置 ( ヒューズやサーキットブ

レーカなど ) が開いた場合は、極端な動作過電流によるフォルト状態を示し

ます。この状態が発生すると、高圧モータ制御機器が損傷を受ける可能性が
あります。電力を復旧させる前に、まずフォルト状態を解消し、次に高圧
モータ制御機器を正常な動作状態に戻すために必要な修理作業または交換作
業を実行しなければなりません。作業手順については、NEMA 規格 Pub. No. 
ICS-2, Part ICS2-302 を参照してください。機器の整合性を維持するために

は、ロックウェル・オートメーションが推奨する交換用部品と交換用装置だ
けを使用してください。部品が機器のモデル、シリーズ、およびリビジョン
レベルに適していることを確認します。機器の保守または修理が終了した
ら、必ず試験を実施して、制御された状態で制御システムが正常に動作する
かどうかを確認します ( 制御不良が発生した場合の危険を回避するため )。
詳細は、National Electrical Manufacturers Association ( 全米電気製造者協会 )
が発行した NEMA ICS 1.3, PREVENTIVE MAINTENANCE OF INDUSTRIAL 
CONTROL AND SYSTEMS EQUIPMENT( 産業用制御およびシステム機器の

予防保守 ) と National Fire Protection Association ( 全米防火協会 ) が発行した

NFPA70B, ELECTRICAL EQUIPMENT MAINTENANCE ( 電気機器の保守 ) を
参照してください。

最終報告書 変更箇所が分かるように、予防保守手順の各ステップを詳細に記述した上で
1 つの報告書としてまとめておく必要があります。

また、手順の実行中に加えた調整と測定した結果もすべて詳しく記録してお
く必要があります ( インターロックの調整、接続の緩み、電圧の測定値、絶

縁抵抗試験の結果、パラメータなど )。

絶縁トランスキャビ
ネット 項目 参照ページ

ドア取付け型のエアフィルタの交換 / 清掃 79

上部取付け型の主冷却ファンの点検 80

上部取付け型の主冷却ファンの交換 80

ファンの平衡状態 82

絶縁トランスの補助冷却ファンの点検 82

絶縁トランスの補助冷却ファンの交換 83

絶縁トランスの点検 83

電圧検知ボードの点検 83

電圧検知ボードの交換 84

ドア位置リミットスイッチの点検 85

ドア位置リミットスイッチの交換 85
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ドア取付け型のエアフィルタの交換 / 清掃

120 ページと 121 ページの予防保守に関する表に従って、定期的にエアフィ

ルタを取り外して清掃するか、取り外して交換します。フィルタの交換 / 清
掃を実施する頻度は、利用している冷却用空気が清浄かどうかによって異な
ります。

キャビネットドアのフィルタは 6 箇所に取付けられています ( 電源モジュー

ルキャビネット上に 4 箇所と絶縁トランスキャビネット上に 2 箇所 )。エア

フィルタの取り外し方法 / 清掃方法は、どちらのキャビネットでも同じで

す。ドライブの動作中にスクリーンを交換することもできますが、ドライブ
が停止している間に実行した方が簡単です。

ドライブの動作中にフィルタを交換する場合は、ドライブに異物が入り込ま
ないように、できるだけ迅速に交換手順を実行する必要があります。

推奨するフィルタ清掃方法：

• 掃除機 ： フィルタの入口側にある掃除機を使って、たまったごみや埃を

取り除きます。

• 圧縮空気の送風：動作中の空気の流れとは逆方向に圧縮空気ノズルを向
けます ( 排出側から吸入側に送風する )。

• 冷水ですすぐ：通常、粘着性油を含む泡をフィルタで使用してはなりま
せん。標準のホースノズルと真水だけで、たまった汚れをすばやく簡単
に洗い流します。

• 温かい石鹸水に浸す： 落としにくい空気中の埃がある場合は、フィルタ

を温かい水と中性洗剤の溶液に浸してもかまいません。清浄水ですすい
だ後、完全に乾き、湿気がなくなるまで、そのまま置いておきます。

ロックウェル・オートメーション製か承認している交換用フィルタだけを使
用してください (123 ページの「予備部品リスト」 を参照 )。取り外し手順の

逆の順序でフィルタを交換します。ドライブに異物が入り込む可能性のある
穴がないかを確認します。

1. キャビネットのフィルタドアの留め金を外して、ドアを 90° 以上開きま

す。

注意：必ずフィルタを完全に乾いた状態にしてから、取付け直し
てください。
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2. ドアから引き上げてスクリーンを取り外します。

3. 取り外し手順の逆の順序で、清掃したエアフィルタを取付け直すか、新
しいエアフィルタを取付けます。ドアが完全に閉じて、ロックされてい
ることを確認します。

上部取付け型の主冷却ファンの点検

強制冷却用に使用されているファンを点検します。折れ曲がっている場合、
欠損している場合、ブレードがない場合、シャフトが自由に曲がらない場合
は、ファンを交換します。動作を確認するために、一瞬だけ電力を印加しま
す。ユニットが動作しない場合は、配線装置、ヒューズ、ファンモータを点
検し、必要に応じて交換します。本書の推奨方法に従ってエアフィルタを清
掃または交換します。アビエーションプラグの接続が手でしっかり締められ
ていることを確認します。通気路がふさがっていないことと、羽根車が何の
支障もなく円滑に回転することを確認します。

上部取付け型の主冷却ファンの交換

上部取付け型のファンの筐体は、モータおよび羽根車アセンブリで構成され
ています。ファンを交換するにはファン筺体蓋を取り外す必要があります。

1. ファン筺体蓋の周囲にある 4 つのタッピングねじを外して保管し、蓋を

取り外します。

重要 フィルタを取り外す際には、フィルタの入口側にたまったごみや
埃がドライブに吸い込まれないようにしてください。吸気口にご
みや埃が吸い込まれた場合は、力を加えないとフィルタ材を取り
外せなくなることがあります。

注意：ファンの交換には、高所での作業が必要です。安全かつ安
定した足場の上でこの手順を実行してください。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。
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2. ファン支持ブラケットに接続されているファン筺体アセンブリから 8 つ

の M6 x 12 ボルトを外して保管します。

3. ファン支持ブラケットの上部から 4 つの M6 x 12 ボルトを外して保管し、

ファンアセンブリからブラケットを取り外します。

4. 配線カバーを取り外して、配線を断線します。

5. 取り外し手順の逆の順序でファンを取付けます。ファン筺体アセンブリ
と接触していないことを確認するために、手で羽根車を回転させます。

M6 x 12 ボルト (4)

ロックワッシャ (4)

ワッシャ (4)

タッピングねじ (4)

M6 x 12 ボルト (8)

ワッシャ (16)

ワッシャ (16)

ロックワッシャ (8)

ファン筺体蓋

ファン支持ブラケット

ファン筺体アセンブリ

ファンアセンブリ

配線カバー

アビエーションプラグ

注意：ファンを取り扱う際には細心の注意を払う必要があります。
間違った方法でファンを取り扱うと、ファンの平衡状態が変わる
ことがあり、パフォーマンスと製品寿命に悪影響を及ぼすことが
あります。
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ファンの平衡状態

ファンの羽根車は、工場出荷時設定の許容範囲内で静的にも動的にも平衡状
態が維持されます。出荷の時点で損傷がある場合や取り扱い方法または設置
方法が間違っていたために損傷した場合は、平衡状態が維持されない可能性
があります。羽根車の平衡状態が適切でないと、振動が激しくなり、結果と
してユニット全体が過度に摩耗することになります。

振動が激しい場合は、ファンを停止して、原因を特定します。激しい振動の
一般的な原因として、以下のことが考えられます。

• ドライブの支持構造が十分に固定されていないか、水平ではない。

• 取付けボルトが緩んでいる。

• 羽根車またはブッシングが緩んでいる。

絶縁トランスの補助冷却ファンの点検

ドライブの動作中に、絶縁トランスの温度モニタのディスプレイ上で各コイ
ルの温度が同じであることを確認します。最高温度と最低温度の差が 5°C
以上ある場合は、絶縁トランスの補助冷却ファンを点検してください。

絶縁トランスの補助冷却ファンの試験：

1. 絶縁トランスキャビネット上の LV 制御ドアを開けます。

サーキットブレーカの正確な位置を確認します。

2. 絶縁トランスの補助冷却ファンにあるサーキットブレーカの負荷側から
配線を切断します。電気配線図を参照してください。

図 25 LV 制御ドア上のサーキットブレーカの位置

3. 380V の電力を配線して、ファンの動作を確認します。

ファンが動作していない場合は、83 ページの「絶縁トランスの補助冷却

ファンの交換」 を参照してください。

4. 電源を取り外した後、サーキットブレーカにワイヤを取付け直します。

注意：ホットスティックまたは適切な高圧測定装置を使って、ど
の回路にも電圧が含まれていないことを確認します。この措置を
取らないと、重傷を負う恐れがあり、場合によっては命を落とす
こともあります。
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絶縁トランスの補助冷却ファンの交換

1. ファンが前面に取付けられている場合は、タイストラップを切断し、
ファンの上部にある配線束を緩めます。

2. ファンの上部にある 3 本のワイヤを外します。

3. 4 つの M6 ボルトを外し、ハードウェアを取り外して保管します。

4. 補助冷却ファンを取り外します。

図 26 絶縁トランスハードウェアの位置

5. 取り外し手順の逆の順序で新しいファンを取付けます。

必要な場合は、ファンの通気口を通して a、b、c、および o ケーブルの

周囲に新しいタイストラップを取付けます。

絶縁トランスの点検

1. ファンが正しい方向に回転していることを確認します。

2. 入力電源ケーブルと出力電源ケーブルの接続が締付けトルク仕様の値ま
で締められていることを確認します。

125 ページの「トルク要件」を参照してください。

3. キャビネットの内側と絶縁トランスの巻線を点検して、異物をすべて取
り除きます。掃除機を使って、絶縁トランスキャビネットからごみや埃
を取り除きます。

4. コンポーネントに物理的な損傷や劣化の兆候がないかを確認します。

電圧検知ボードの点検

入力 VSB ケーブルの接続と出力 VSB 配線コネクタは、しっかり固定する必

要があり、損傷の兆候やごみ、埃、塵の堆積があってはなりません。

M6 ボルト

ロックワッシャ

ワッシャ

M6 ナット

絶縁トランスの
補助冷却ファン
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電圧検知ボードの交換

1. 電圧検知ボードの入力ケーブルと出力ケーブルを外します。

2. 8 つのナイロンナットを外して、断熱ボードをキャビネットの側板から

取り外します。

図 27 断熱ボードの取り外し

3. 電圧検知ボードを断熱ボードに取付けているナイロンナットを外します。

図 28 断熱ボードからの電圧検知ボードの取り外し

注意：感電防止のため、電圧検知ボードを取り扱う前に、主電源
を切断しておきます。ホットスティックまたは適切な高圧測定装
置を使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認しま
す。この措置を取らないと、重傷を負う恐れがあり、場合によっ
ては命を落とすこともあります。

ナイロン M10
ナット (x8)

ナイロン M10
ボルト (x8)

ナイロン M10 ナット (x9)

ナイロン M10 ナット (x9)

断熱ボード

電圧検知ボード
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4. 取り外し手順の逆の順序で、新しい電圧検知ボードを断熱ボードに取付
けます。

5. 取り外し手順の逆の順序で、断熱ボードをキャビネットの側板に取付け
直します。

6. 電気配線図に従って入力ケーブルと出力ケーブルを接続し直します。

ドア位置リミットスイッチの点検

明らかな損傷の兆候またはごみや異物の堆積がないかを確認します。ごみや
異物をすべて取り除きます。必要に応じて、静電気防止用の布を使ってコン
ポーネントを拭き取ります。アビエーションプラグの接続が手でしっかり締
められていることを確認します。

ドア位置リミットスイッチの交換

1. ドライブキャビネットのドアを開けます。

2. リミットスイッチの背面からアビエーションプラグを取り外します。

3. 2 つの M4 x 35 ボルトを外し、取付けブラケットからハードウェアを取り

外します。

4. 取り外し手順の逆の順序で新しいリミットスイッチを取付けます。

図 29 ドア位置リミットスイッチの交換

注意：ドライブに電力を供給している入力サーキットブレーカが
開いていることを確認します。ドライブまたはバイパスユニット
を取り扱う前に入力サーキットブレーカのロックアウトとタグア
ウトを実行してください。

ナット

ロックワッシャ

ワッシャ

M4 x 35 ボルト

アビエーションプラグ
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電源モジュールキャ
ビネット

ドア取付け型のエアフィルタの点検、清掃、または交換

79 ページの「ドア取付け型のエアフィルタの交換 / 清掃」を参照してくだ

さい。

上部取付け型の主冷却ファンの点検または交換

80 ページの「上部取付け型の主冷却ファンの点検」を参照してください。

電源モジュールの点検

1. 電源モジュールに損傷や劣化がないかを確認します。

a. 電源接続を点検して、接続に緩みがないかと過熱による変色の兆候が
ないかを確認します。

b. 引出し式電源モジュール構成では、電源モジュールキャビネットから
背板を取り外し、各電源モジュールの背面にあるプラグインコネクタ
を点検します。過熱による変色の兆候がないかを確認します。

2. 電源モジュールのすべての通気口からごみや埃を取り除きます。

3. 電源モジュールの通気口に取付けられている電解コンデンサを点検しま
す。

a. 変色、異臭、または漏電の兆候がないかを確認します。

b. コンデンサに変色、異臭、または漏電が見られる場合は、電源モ
ジュールを交換します。

電源モジュールの交換

表 7 電源モジュールの仕様

項目 参照ページ

ドア取付け型のエアフィルタの点検、清掃、または交換 86

上部取付け型の主冷却ファンの点検または交換 86

電源モジュールの点検 86

電源モジュールの交換 86

引出し式電源モジュールの設置 91

電源モジュールのヒューズの交換 93

HECS の点検または交換 95

ドア位置リミットスイッチの点検または交換 96

種類 定格出力 (A) 概算寸法 (HxWxD) 概算重量

固定式

 ≦ 150A
420 x 180 x 615mm 
(16.5 x 7.1 x 24.2 インチ ) 20kg (44.1 ポンド )

151 ～ 200A
420 x 260 x 615mm 
(16.5 x 10.2 x 24.2 インチ ) 25kg (55.1 ポンド )

引出し式

201 ～ 380A
575 x 342 x 691mm 
(22.6 x 13.5 x 27.2 インチ ) 40kg (88.2 ポンド )

381 ～ 420A
575 x 342 x 910mm 
(22.6 x 13.5 x 35.8 インチ ) 50kg (110.2 ポンド )
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固定式電源モジュール

1. 電源モジュールの両側から位置決めバリアを取り外します。

2. 3 相入力電源ケーブルを外します。

図 30 固定式電源モジュールのコンポーネントの位置

3. 隣接する電源モジュールを接続している出力銅線を外します ( 図 31 を参

照 )。

最後列にある電源モジュールの場合は、出力銅線のかわりに VSB ケーブ

ルとモータケーブルを外します。

注意：電源モジュールの取り扱いには 2 人の作業員が必要です。

引出し式電源モジュールを取り扱う際には、必ず両方の取付け
レール上にある 2 つの埋込み型リフティングハンドルを使用して

ください ( 図 33 を参照 )。

注意：固定式電源モジュールを交換する前に、高圧電源を切断し
ておく必要があります。20 分間待った後でキャビネットのドアを

開いてください。ホットスティックまたは適切な高圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、重傷を負う恐れがあり、場合によっては
命を落とすこともあります。

ヒューズ

位置決めバリア

出力銅線 ( 図示なし )
の接続の位置

光ファイバーケーブル
の接続ポイント

絶縁トランスからの
3 相入力ケーブル

中央ジャンパバー
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4. 光ファイバーケーブルを外します。

図 31 光ファイバーケーブルの位置と各電源ケーブルの拡大図

5. 電源モジュールを慎重に引き出します。

6. 取り外し手順の逆の順序で新しい電源モジュールを取付けます。

注意：光ファイバーケーブルを外す際には、ケーブルに極端な張
りやたるみが生じないように注意してください。極端な張りやた
るみが生じると、光の透過性がなくなり、パフォーマンスに影響
が及びます。

注意：光ファイバーケーブルの許容最小曲げ半径は 50mm (2.0 イ

ンチ ) です。内側曲げ半径がこれより短いと、光ファイバーケー

ブルが回復不能な損傷を受ける可能性があります。

モータケーブル

VSB ケーブル

出力銅線

光ファイバーケーブル
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引出し式電源モジュールの交換

リフトカートは、引出し式電源モジュール構成とは別に出荷されます。ユ
ニットの水圧シリンダは、ハンドクランクまたはフットクランクのどちらで
も操作できます。揚力は 1000kg (2206 ポンド ) です。

図 32 リフトカートの操作手順

注意：認定された作業員だけがリフトカートを操作する必要があ
ります。リフト機構に両手両足を近付けないようにしてください。
使用中のリフトトレイの下に立つことは絶対にしてはなりません。
トレイを一番下まで下げた状態でリフトカートを保管します。

ハンドクランク

フットクランク

圧力解放ノブ

1. リフトカートを目視点検して、正常に動
作していることを確認します。

2. 圧力解放ノブをしっかり締まるまで時計
回りに回します。

3. ハンドクランクまたはフットクランクを
使って、リフトトレイを持ち上げます。

4. 圧力解放ノブを反時計回りに回して、リ
フトトレイを下げます。

ヒント ハンドクランクよりも、フットク
ランクを使った方がすばやくリフ
トトレイを持ち上げることができ
ます。フットクランクを使って、
ドライブのトレイアセンブリのす
ぐ下まで電源モジュールを持ち上
げます。最後に正確な位置決めを
行なう場合は、ハンドクランクを
使用します。

リフトトレイ

シリンダか
ら圧力を解
放する。

シリンダに
圧力を密封
する。
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図 33 引出し式電源モジュールのリフトハンドル

埋込み型リフトハンドル

取付けレールフィンガーアセンブリ

注意：電源モジュールを持ち上げる際には、前面取付け型の位置
決めハンドルを使用しないでください。この位置決めハンドルは、
トレイアセンブリ上での電源モジュールの位置決めまたは引出し
を目的として設計されています。
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引出し式電源モジュールの設置

1. 電源モジュールをリフトカートに乗せます。

電源モジュールが正しい方向を向いていることを確認します。フィン
ガーアセンブリは、ドライブの方を向けて取付ける必要があります。

2. キャビネットの正面にリフトカートを配置し、電源モジュールを適切な
高さまで上げます。

3. 電源モジュール上のホイールの位置を電源モジュールのトレイアセンブ
リの両側にあるトレイ・アセンブリ・ガイドに合わせます。

4. カム機構がトレイアセンブリ上のピンに接触するまで、電源モジュール
をキャビネットに向かってゆっくり押し戻します。

ホイール

トレイ・アセンブリ・ガイド

カム機構
アクチュエータ

電源モジュール位置
決めハンドル
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5. ロックキーをカム機構アクチュエータに挿入し、時計回りに回しながら、
電源モジュールの面にゆっくり押し込みます。

カム機構をトレイアセンブリ上のピンに掛けます。

6. 電源モジュールがしっかり固定されるまでロックキーを回し続けます。

これで、電源モジュールの背面にあるフィンガーアセンブリと電源モ
ジュールのコンパートメントの背面にあるスタブアセンブリが完全に接
続されます。

ロックキー

ピン

カム機構

キャビネット・ス
タブ・アセンブリ

フィンガー
アセンブリ

側面図

モータ位相
バスへの接続

絶縁トランス
からの 3 相

入力電源

ピン

カム機構
上面図

ロックキー

カム機構
アクチュエータ

注意：電源モジュールのフィンガーアセンブリをキャビネットの
スタブアセンブリにしっかり固定させる必要があります。
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電源モジュールのヒューズの交換

固定式電源モジュール

1. ヒューズの上部と底部から M8 ナット、ロックワッシャ、銅ワッシャを

外します。

2. ヒューズの上部と底部から各ケーブルを外し、別の銅ワッシャも外しま
す。

3. 取り外し手順の逆の順序で新しいヒューズを取付け、ケーブルとハード
ウェアを交換します。

4. すべてのハードウェアを締付けトルク仕様の値まで締めます (125 ページ

の「トルク要件」 を参照 )。

図 34 固定式電源モジュールのヒューズの展開図

注意：ドライブに電力を供給している入力サーキットブレーカ
が開いていることを確認します。ドライブまたはバイパスユ
ニットを取り扱う前に入力サーキットブレーカのロックアウト
とタグアウトを実行してください。

銅ワッシャ

ロックワッシャ

M8 ナット

ヒューズ
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引出し式電源モジュール

1. ヒューズの上部と底部から M12 ボルト、ワッシャ、ロックワッシャ、

ナットを外して保管します。

2. 固定ブラケットと電源ケーブルおよびバスバーの間にあるヒューズを取
り外します。

3. 取り外し手順の逆の順序で新しいヒューズとハードウェアを取付けます。

4. すべてのハードウェアを締付けトルク仕様の値まで締めます (125 ページ

の「トルク要件」 を参照 )。

図 35 引出し式電源モジュールのヒューズの展開図

注意：ドライブに電力を供給している入力サーキットブレーカが
開いていることを確認します。ドライブまたはバイパスユニット
を取り扱う前に入力サーキットブレーカのロックアウトとタグア
ウトを実行してください。

注意：引出し式電源モジュールに取付けるハードウェアは、必ず
図 35 に示されているように上向きに取付け直してください。こ

のようにハードウェアを取付けないと、ボルト間の隙間距離が変
化し、結果としてアークが生じる可能性があります。

ワッシャ

ロックワッシャ

M12 x 30 ボルト

ヒューズ

ワッシャ

ナット

電源ケーブル

バスバー
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HECS の点検または交換

電源モジュールキャビネットの内側の最上部に 2 基の電流センサが取付けら

れています。電流センサの配線コネクタがしっかり固定されていることを確
認します。明らかな損傷の兆候がないかを確認します。

1. HECS から電流センサのコネクタを取り外します。

2. 電源モジュールから HECS を通っている電源ケーブルの一方の端部を取

り外します。

3. HECS が取付けられた状態で取付けブラケットを取り外します。

注意：感電防止のため、ドライブを取り扱う前に、主電源を切断
しておきます。ホットスティックまたは適切な高圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、重傷を負う恐れがあり、場合によっては
命を落とすこともあります。

電流センサの接続

HECS

取付けブラケット
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4. HECS と取付けブラケットを接続している M5 x 12 ハードウェアを取り

外して保管します。

図 36 HECS と取付けブラケットの展開図

5. 既存のハードウェアを使って取付けブラケットに HECS を取付けます。

6. 既存のハードウェアを使ってキャビネットに取付けブラケットを取付け
ます。

7. HECS を通るように電源ケーブルの配線経路を変更し、電源ケーブルを

電源モジュールに取付け直します。

ドア位置リミットスイッチの点検または交換

85 ページの「ドア位置リミットスイッチの交換」 を参照してください。

重要 ブラケット上の HECS の方向を記録しておいてください。新しい

HECS は、同じ方向を向けて取付ける必要があります。

M5 x 12 ナット

M5 x 12 ナット

ワッシャ

注意：電流サンプリング方向が正しいことを確認します。この方
向は、HECS の最上部にある矢印記号で示されます。
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LV 制御キャビネット

AC/DC 電源の点検

入力端子と出力端子の接続がしっかり固定されていることを確認します。

電圧計を使って出力電圧を確認します。緑色の LED は、正常に動作してい

ることを意味します。

図 37 AC/DC 電源

項目 参照ページ

AC/DC 電源の点検 97

AC/DC 電源の交換 98

UPS の点検 100

UPS の交換 101

UPS バッテリの交換 102

PLC の点検 104

制御ユニットまたは制御ボードの点検 / 交換 104

HMI の点検 107

HMI の交換 107

LV 制御リレーの交換 109

LV 制御サーキットブレーカの交換 110

コイルの点検 112

接点の点検 112

パイロットライトの点検 112

ロック装置とインターロック装置の点検 112

N L N L

G1

G2

G3
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AC/DC 電源の交換

G1 または G2 電源

1. LV 制御キャビネットのドアを開けます。

2. 上部と底部の端子ねじを緩めて、G1 または G2 電源上のワイヤを外しま

す。

図 38 AC/DC 電源の配線の取り外し

( わかりやすくするために G3 電源を図示していない )

3. 電源の底部にあるスプリング搭載ラッチを解除し、制御リレーを DIN
レールから外します。

図 39 電源上のラッチの解除
( わかりやすくするために G3 電源を図示していない )

4. 取り外し手順の逆の順序で新しい電源を取付けます。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。

上部と底部の、接続する
ワイヤのねじを外します。
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G3 電源

1. G3 電源の上部にあるねじを外さずに緩めます。

2. ワイヤを外します。

図 40 G3 電源の配線の取り外し

( わかりやすくするために G1 および G2 電源を図示していない )

3. 2 つの M3 タッピングねじを外して、ユニットを取り外します。

図 41 AC/DC 電源の取り外し

4. 取り外し手順の逆の順序で新しい電源を取付けます。

ねじを緩め、すべてのワイヤ
を外します。

M3 タッピングねじ
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UPS の点検

1. 排熱ファンに障害物がなく、ごみや埃も付着していないことを確認しま
す。

2. 目視可能な損害の兆候がないことを確認します。

UPS 出力電圧の確認

1. LV 制御キャビネットのドアを開けます。

2. バックアップ用の制御電源のサーキットブレーカ (Q5) とお客様側で用意

された電源のサーキットブレーカ (Q1) をオフにします。

図 42 LV 制御キャビネット内のサーキットブレーカの位置

3. UPS の前面にある ON を押します。

4. 電圧計で、Q2 サーキットブレーカのライン側 ( 等価電気ポイント ) の入

力電圧を測定して、UPS の出力電圧を確認します。

入力電圧は必ず AC220V でなければなりません。

重要 3 カ月以上ドライブに電源を投入していない場合は、少なくとも

10 時間は UPS ( 無停電電源装置 ) バッテリを充電する必要があり

ます。ドライブに高圧力を印加するか、お客様側で用意された制
御電源を使用します。

Q1 Q2 Q3 Q6Q

サーキットブレーカ

PLC

LV 制御リレー
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UPS の交換

1. LV 制御キャビネット内の Q2、Q3、および Q6 サーキットブレーカをオ

フにします ( 図 42 を参照 )。

2. UPS の前面にある OFF を押し続けます。

図 43 UPS の前面図

3. LV 制御キャビネット内の Q1 および Q5 サーキットブレーカをオフにし

ます。

4. UPS の入力電源ケーブルと出力電源ケーブルを外し、接地線を切り離し

ます。

5. 取付けブラケットから 4 つのねじを外して保管します。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。

3 秒間押したままにして
UPS の電源を切断する。

M5 x 12 ボルト (4 個 )

取付けブラケット
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6. 交換用 UPS を取付けて、入力ケーブルと出力ケーブルを取付け直しま

す。

7. UPS 上の ON ボタンを押して Q1 サーキットブレーカをオンにします。

2 ～ 3 秒間待機します。

8. 電圧計を使って、Q2 サーキットブレーカのライン側の入力電圧を確認し

ます。

入力電圧は必ず AC220V でなければなりません。

9. Q2、Q3、Q5、および Q6 サーキットブレーカをオンにして手順を完了し

ます。

UPS バッテリの交換

バッテリを取り出して交換するためには、LV 制御キャビネットから UPS を

取り外す必要があります。UPS を安全に取り外す手順は、101 ページの

「UPS の交換」 のステップ 1 ～ 5 を参照してください。

UPS バッテリの取り外し

1. UPS エンクロ―ジャの外側から 7 つのねじを外して保管します ( 両側に

それぞれ 2 つのねじがあり、背面に 3 つのねじがある )。

2. UPS の外側のカバーを取り外して保管します。

図 44 UPS エンクロージャのハードウェアの取り外し

注意：UPS の取り外しと取付けを実行する際には、UPS の接地

線も忘れずに作業してください。

注意：電解質を漏出しているバッテリは腐食しており、やけどを
負う恐れがあるため、絶対に使用しないでください。

UPS エンクロージャ
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3. 最上部のバッテリからケーブルを 1 つずつ外した後、すぐに各ケーブル

の端部に絶縁テープを巻きます。

必要に応じて、テープ上に正極端子または負極端子の印を付けておきま
す。

4. 残りの 2 つのバッテリに対してステップ 2 を繰返します。

5. 取付けブラケットの両側にある 2 つのねじを外して保管し、ブラケット

自体を取り外します。

図 45 取付けブラケットの取り外し

6. UPS からバッテリを取り外します。

7. 新しいバッテリをエンクロージャに取付けて、ステップ 5 で取り外した

ハードウェアを使って取付けブラケットを取付け直します。

8. バッテリごとにケーブルを適切な端子に接続し直します。

9. 電圧計を使ってバッテリの出力を確認します。総電圧は必ず DC37 ～

40V でなければなりません。

10.ステップ 1 で取り外したハードウェアを使って UPS エンクロージャを取

付けます。

UPS を取付け直す手順は、101 ページの「UPS の交換」 のステップ 6 ～ 9 を

参照してください。

注意：バッテリの正極配線と負極配線が互いに接触したり、UPS
エンクロージャに接触したりしないようにしてください。

バッテリをごみと一緒に捨てないでください。現地の規制に従っ
てバッテリを処分してください。
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PLC の点検

1. 入力端子と出力端子のすべての接続がしっかり固定されていることを確
認します。

2. すべての LED が動作しており、正常な状態を示していることを確認しま

す。

PLC の詳細は、Pub. No. 2080-UM002x-EN-P を参照し、絶縁シリアル・ポー

ト・プラグイン式モジュールの詳細は、Pub. No. 2080-WD002x-EN-P を参照

してください。

制御ユニットまたは制御ボードの点検 / 交換

• 制御ユニットの底部にある終端接続がしっかり固定されており、ごみ、
埃、その他の異物が付着していないことを確認します。静電気防止用の
布を使って拭き取ります。

• 光ファイバーケーブルが A/B/C PWM ボードに正しく接続されているこ

とを確認します。適切な曲げ半径を確認します ( 該当する場合 )。

• どのボードにも損傷がなく、LED が正常に動作していることを確認しま

す。

制御ユニットの交換

1. すべての制御電源を切断し、UPS の電源を切断した後、操作を開始する

前に、LV 制御キャビネットが非通電状態にあることを確認します。

2. 底部にある端子をすべて取り外します。

3. A/B/C 位相ボードから光ファイバーワイヤを外します。

4. CPU ボードから HMI 通信ケーブルを外します。

5. 4 つの M6 x 12 ボルトを外し、制御ユニットを取り外します。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。

重要 制御ボードを交換する際に、制御ユニットを取り外す必要はあり
ません。

注意：光ファイバーケーブルを外す際には、ケーブルに極端な張
りやたるみが生じないように注意してください。極端な張りやた
るみが生じると、光の透過性がなくなり、パフォーマンスに影響
が及びます。
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予防保守およびコンポーネンの交換 第 5 章
図 46 制御ユニットの止めねじの取り外し

6. 取り外し手順の逆の順序で新しい制御ユニットを取付けます。すべての
配線と接続の正確な配置を電気配線図で確認してください。

制御ボードの交換

1. すべての制御電源を切断し、UPS の電源を切断した後、操作を開始する

前に、LV 制御キャビネットが通電されていないことを確認します。

該当する場合は、光ファイバーワイヤを外します。

2. ボードの両側にある締付けねじを外します。

注意：一部の回路基板は、静電荷が原因で破損することがありま
す。破損した回路基板を使用していると、関連するコンポーネン
トも損傷を受ける可能性があります。損傷を受けやすい回路基板
を取り扱う際には、接地用リストストラップを着用してください。

注意：光ファイバーケーブルを外す際には、ケーブルに極端な張
りやたるみが生じないように注意してください。極端な張りやた
るみが生じると、光の透過性がなくなり、パフォーマンスに影響
が及びます。

ワッシャ

ロックワッシャ

M6 x 12 ボルト

締付けねじ
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3. ボードの前面の両側にあるハンドルを使って両手で慎重にボードを取り
外します。

4. 取り外し手順の逆の順序で新しいボードを取付けます。

ボードの取り外しは前面に
ある 2 つのハンドルだけを

使って行なう。
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5. 光ファイバーワイヤを取付け直す方法を電気配線図で確認してください。

HMI の点検

1. 入力ケーブル、出力ケーブル、および通信ケーブルが手でしっかり締め
られていることを確認します。

2. HMI に電源を投入します。

3. HMI ディスプレイが正常に動作していることを確認します。

HMI の交換

LV 制御キャビネットのドアにタッチスクリーンが取付けられています。

光ファイバーワイヤ
をここに取付ける

( 電気配線図を参照 )。

HMI 通信ケーブルを
取付け直す。

底部の端子を取付け直す。

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。
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1. 通信ボードからのデータケーブル、PLC からの EtherNet/IP ケーブル、接

地ケーブル、および 24V 電源ケーブルを外します。

2. HMI から 4 つのねじを外して保管します。

3. LV 制御キャビネットのドアの内側から新しい HMI を取付けます。

4. 取り外し手順の逆の順序ですべてのケーブルを取付け直します。

通信ボードからの
データケーブル

PLC からの EtherNet/IP ケーブル 接地ケーブル

24V 電源ケーブル

HMI

重要 ドアの正面から抜け落ちないようにドアの外側から HMI を支持し

ます。

HMI ハードウェア

ヒント 以下の HMI コンポーネントを交換できます。

• ロジックモジュール

• ディスプレイモジュール

• ベゼル

• バックライト

• バッテリ

詳細は、『PanelView Plus 6 HMI ターミナル　ユーザーズマニュア

ル』(Pub. No. 2711P-UM006x-xx-P) を参照してください。
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LV 制御リレーの交換

1. LV 制御キャビネットのドアを開けます。

図 47 LV 制御リレーの位置

2. 上部と底部のねじを緩めて、制御リレー上のワイヤを外します。

図 48 LV 制御リレーのねじの解放

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。

ねじを緩めてワイヤを外す。

ねじを緩めてワイヤを外す。
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3. 制御リレーの底部にあるスプリング搭載ラッチを解除し、制御リレーを
DIN レールから外します。

図 49 LV 制御リレー上のスプリング搭載ラッチの解除

4. 取り外し手順の逆の順序で新しい制御リレーを取付けます。

LV 制御サーキットブレーカの交換

1. LV 制御キャビネットのドアを開けます。

2. サーキットブレーカを OFF の位置に切換えます。

図 50 LV 制御キャビネット内のサーキットブレーカの位置

注意：機器の使用を開始する前に、必ず電源ロックアウト手順を
実行してください。ホットスティックや適切な電圧測定装置を
使って、どの回路にも電圧が含まれていないことを確認します。
この措置を取らないと、深刻なやけどや重傷を負う恐れがあり、
場合によっては命を落とすこともあります。
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予防保守およびコンポーネンの交換 第 5 章
3. 上部と底部のねじを緩めて、サーキットブレーカ上のワイヤを外します。

図 51 サーキットブレーカ上のねじの位置

4. サーキットブレーカの底部にあるスプリング搭載ラッチを解除し、サー
キットブレーカを DIN レールから外します。

図 52 LV サーキットブレーカ上のスプリング搭載ラッチの解除

5. 取り外し手順の逆の順序で新しいサーキットブレーカを取付けます。

サーキット・ブレーカ・スイッチ
を OFF の位置にする必要がある。

ねじを緩めてワイヤを外す。

ねじを緩めてワイヤを外す。
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コイルの点検

コイルに過熱の兆候 ( 絶縁体の亀裂、溶解、燃焼など ) が見られる場合は、

そのコイルを交換する必要があります。この場合は、コイル異常の原因に
なっている可能性のある過電圧状態または不足電圧状態を特定して解消する
必要があります。必ず装置上のその他の部品から溶解したコイル絶縁体の残
留物を除去するか、その部品自体を交換してください。

接点の点検

接点を点検して、極度の摩耗やごみの堆積がないかを確認します。ごみを取
り除く場合は、掃除機で接点を清掃するか、柔らかい布で接点を拭き取りま
す。変色が見られたり、小さい穴が開いていたりしても、接点自体は破損し
ていません。接点を保管しておく必要はありません。接点に対してスプレー
洗浄機を使用すると、残留物が磁極面や動作機構に付着したり、電気的導通
を妨害する可能性があるため、絶対に使用しないでください。接点の交換
は、接触面の材料が極端に摩耗していることを確認した後でのみ行なってく
ださい。配置のずれや不均等な接地圧を回避するために、完全なセットで接
点を交換します。

パイロットライトの点検

切れたランプや破損したレンズを交換します。レンズに対して溶媒や洗浄剤
を使用しないでください。

ソリッドステート制御機器に対して製造元が推奨していない試験機器を使用
してはなりません。このような使い方をすると、制御機器や試験機器が損傷
を受けたり、制御機器が予期しない動作をすることがあります。

ソリッドステート制御機器の場合は、定期的な目視点検の頻度を少し上げる
必要があります。変色や燃焼が見られるコンポーネントを交換します。PC
ボードレベルまたはプラグイン・コンポーネント・レベルでのみ交換を行な
う必要があります。プリント基板がエッジ・ボード・コネクタに固定されて
いることを確認します。ボード・ロック・タブが配置されていることも確認
します。ソリッドステート制御機器を汚染物質から保護し、適切な冷却効果
を維持します。プリント基板に対して溶媒を使用しないでください。

ロック装置とインターロック装置の点検

これらの装置を点検して、正常な動作状態にあることを確認します。交換す
る場合は、アレン・ブラドリーの最新の部品またはキットだけを使用する必
要があります。調整と修理は、必ず本製品のユーザーズマニュアルに記載さ
れている指示に従って実施してください。
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接続

LV コンポーネント端子およびプラグイン接続の点検

すべての LV 制御接続がしっかり固定されていなければなりません。ごみ、

埃、異物が付着していないかを確認し、必要な場合は静電気防止用の布を
使って拭き取ります。

リレー、コンタクタ、タイマ、コネクタ端子、サーキットブレーカ、リボン
ケーブル、制御線などを点検して、腐食、過剰な温度上昇、汚れがないかを
確認します。掃除機を使ってすべてのコンポーネントを清掃します。

高圧ケーブルの接続の点検

すべての MV 電源ケーブルと接地ケーブルの接続が締付けトルク仕様の値

まで締められていることを確認します。必要に応じてトルク密封装置を使用
します。腐食、過剰な温度上昇、汚れがないかを確認します。

電源ケーブルと制御線の端子の点検

電源回路の接続が緩んでいると過熱が生じ、その結果として機器が不具合を
起こしたり故障することがあります。制御回路の接続の緩みは、制御不良を
引き起こす可能性があります。結合や接地の接続が緩んでいると、感電の危
険性が高くなり、電磁干渉 (EMI：Electromagnetic Interference) が発生すること

があります。すべての端子とバスバー接続の締まり具合を点検し、接続に緩
みがある場合は、しっかり固定します。過熱によって損傷を受けた部品や配
線がある場合は交換し、破損している電線や結合ストラップも交換します。
電源ケーブルとバスハードウェアの接続に必要な締付けトルク値について
は、ユーザーズマニュアルを参照してください。

トランスの 2 次巻線の点検

入力ライン電源ケーブルの接続 (L1、L2、L3)、出力モータ電源ケーブルの

接続 (U、V、W)、および絶縁トランス電源ケーブルの接続が締付けトルク

仕様の値まで締められていることを確認します。19 ページの図 9 および 19
ページの図 10 を参照してください。

バスバーとケーブルの接続を点検します。過熱や変色の兆候がないかを確認
し、バス接続を必要な締付けトルク仕様の値まで締めます。すべてのケーブ
ルとバスバーを清掃して、たまったごみや埃を取り除きます。腐食、過剰な
温度上昇、汚れがないかを確認します。

項目 参照ページ

LV コンポーネント端子およびプラグイン接続の点検 113

高圧ケーブルの接続の点検 113

電源ケーブルと制御線の端子の点検 113

トランスの 2 次巻線の点検 113

電源モジュールの入力電源と出力電源の接続の点検 114
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電源モジュールの入力電源と出力電源の接続の点検

電源モジュールの入力ラインケーブルと出力バスのすべての接続が適切なト
ルクで締められていることを確認します。出力ケーブル、VSB ケーブル、

およびスター接続ケーブルが適切なトルクで締められていることを確認しま
す。必要に応じてトルク密封装置を使用します。腐食、過剰な温度上昇、汚
れがないかを確認します。

一般 ファームウェアとハードウェアの審査

HMI 上のファームウェアのバージョンを確認します。ロックウェル・オー

トメーションに連絡して、ドライブのハードウェアと制御に加えられた拡張
/ 変更が特定用途に役立つかどうかを判断します。

HMI が動作していることを確認します。LV 制御キャビネット内にある制御

ユニットのステータスインジケータが正常な状態を示していることを確認し
ます。

ごみや異物をすべて取り除きます。必要に応じて、静電気防止用の布を使っ
てコンポーネントを拭き取ります。

予備部品の点検 / 審査

損傷の兆候またはごみや異物の付着がないかを確認します。123 ページの

「予備部品」を参照してください。

注意：ドライブに電力が供給されていないことを確認し、静電気
防止用のリストバンドを着用します。

注意：一部の回路基板は、静電荷が原因で破損することがありま
す。破損した回路基板を使用していると、関連するコンポーネン
トも損傷を受ける可能性があります。損傷を受けやすい回路基板
を取り扱う際には、接地用リストストラップを着用してください。
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付録 A

技術仕様

項目 値

3kV モータ電圧のときの定格電力範囲 320 ～ 1600kW

3.3kV モータ電圧のときの定格電力範囲 360 ～ 1720kW

6kV モータ電圧のときの定格電力範囲 200 ～ 3360kW

6.6kV モータ電圧のときの定格電力範囲 220 ～ 3720kW

10kV モータ電圧のときの定格電力範囲 200 ～ 5600kW

モータの種類 誘導 ( 非同期 ) モータ

入力定格電圧 3kV、3.3kV、6kV、6.6kV、10kV、11kV

入力電圧許容差 公称の ±10%

入力電圧低下 公称の -20%、期間は 60 秒

入力周波数 50/60Hz、±5%

入力インピーダンス装置 多相絶縁トランス

出力電圧 0 ～ 3000V、0 ～ 3300V、0 ～ 6000V、0 ～ 6600V、0 ～ 10,000V

整流器の構成 18 パルス (3kV、3.3kV)、36 パルス (6kV、6.6kV)、54 パルス (10kV、11kV)

インバータの構成 パルス幅変調 (PWM) 電源モジュール

電力半導体 ダイオード ( 整流器 )、IGBT( インバータ )

出力電流 THD (1 ～ 49) < 5%

モータへの出力波形 正弦波に近い電流 / 電圧

高圧絶縁 光ファイバー

制御方法 V/f

出力周波数範囲 0.5 ～ 75Hz

加速 / 減速時間 0 ～ 3276 秒

フライングスタート機能 あり

サービスデューティ定格 10 分間隔で 1 分間に 120% の過負荷

入力力率 > .95

VFD 効率(1) > 96.5%

VFD ノイズレベル < 80dB

オペレータインターフェイス 7 インチ WinCE カラータッチスクリーン

言語 英語、中国語

制御電源 120V 60Hz、240V 60Hz、110V 50Hz、または 220V 50Hz (3kVA)

外部入力定格 DC24V

外部出力定格 AC240V/2A

アナログ入力 ( オプション ) 4 つの非絶縁：4 ～ 20mA または DC0 ～ 10V (2 つの予備 )

アナログ出力 ( オプション ) 2 つの絶縁：4 ～ 20mA、2 つの絶縁：DC0 ～ 5V ( 予備 )

通信プロトコル ( オプション ) RS232/422/485、Modbus、Modbus Plus、Profibus DP、EtherNet I/P

エンクロージャ IP31 ( 標準 )、IP42 ( オプション )

完成構造
エポキシ粉末 - 塗料
外装 Sandtex ライトグレー (RAL 7038) - 黒色 (RAL 8022)
内装 - 制御サブプレート - 高光沢の白色 (RAL 9003)

腐食保護 未塗装部品 ( 亜鉛張り / ブロンズクロメート )

周囲温度 ( 動作 ) 0 ～ 40°C ( 標準 )、0 ～ 50°C ( オプションでディレーティングあり )

周囲温度 ( 保管 ) -25 ～ 55°C

相対湿度 最大 95% ( 結露なきこと )

高度
0 ～ 1000m ( 標準 )
1001 ～ 3000m ( オプション )

(1) 製品ラインの平均
Pub.No. 6000-UM001B-JA-P - October 2014 115



付録 A 技術仕様
Notes:
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付録 B

カタログ番号の説明

(4) 表示されている A A A ドライブ定格電流は、標準デューティ、

高度 0 ～ 1000m、周囲温度 0 ～ 40°C の場合に限定されてい

ます。すべてのドライブ定格電流をすべての電圧で使用でき
るわけではありません。『PowerFlex 6000 ドライブ選択ガイ

ド』を参照してください。

a
Bulletin番号

コード 説明

6000 すべてのドライブ製品

b
サービスデューティ /高度/周囲温度コード

コード タイプ

  * *
サービスデューティ ( 最初の位置 )
A：標準デューティ
Z：カスタム ( 工場照会 )

*   *

高度 (2 番目の位置 )
A：0 ～ 1000m(1)

B：1001 ～ 2000m(2)

C：2001 ～ 3000m(2)

Z：カスタム ( 工場照会 )

(1) 0 ～ 1000m (* A B) は、標準対応のオプションとして、50°C
で唯一有効な高度です。

(2) 高度のディレーティングは、1001～2000mの場合には指定

のA A Aドライブ定格電流の10%、2001～3000mの場合には

指定のA A Aドライブ定格電流の20%になります。

(3) 周囲温度のディレーティングは、温度が40°Cを超えて1度上

がるごとに指定のA A Aドライブ定格電流の2.5%になりま

す。

* *  
周囲温度 (3 番目の位置 )
A：0 ～ 40°C
B：0 ～ 50°C (1)(3)

Z：カスタム ( 工場照会 )

c
A A Aドライブ定格電流(4)

コード 説明 コード 説明 

15 15A 25 25A

16 16A 26 26A

18 18A 28 28A

20 20A 30 30A

24 24A 32 32A

33 33A 112 112A

36 36A 120 120A

40 40A 125 125A

41 41A 138 138A

45 45A 140 140A

48 48A 150 150A

50 50A 160 160A

54 54A 168 168A

56 56A 180 180A

60 60A 192 192A

63 63A 200 200A

66 66A 225 225A

71 71A 250 250A

75 75A 280 280A

80 80A 300 300A

84 84A 315 315A

90 90A 350 350A

96 96A 380 380A

100 100A 420 420A

108 108A

位置

1 2 3 4 5 6 7 8 9

6000 A A A 41 M R 5 AL R 1 など

a b c d e f g h i
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(5) 標準対応のオプションとして使用できる制御電圧 / 周波数の組

合せは、110V/50Hz、220V/50Hz、120V/60Hz、および 240V/
60Hz に限定されています。

(6) 公称ライン電圧は、11kV ライン電圧を除く公称負荷電圧に相

当します。11kV は負荷電圧として使用できません。11kV ラ

イン電圧に有効な負荷電圧オプションは 3.3kV と 6.6kV に限

定されています。

d
エンクロージャのタイプ

コード 説明

M IP31

W IP42

e
公称ライン電圧

コード 説明

B 3.0kV

C 3.3kV

F 6.0kV

J 6.6kV

R 10kV

S 11kV

f
ライン周波数

コード 説明

5 50Hz

6 60Hz

g
制御電圧(5)

コード 説明

AG 110V

AJ 120V

AL 220V

AP 240V

h
公称負荷(モータ)電圧(6)

コード 説明

B 3.0kV

C 3.3kV

F 6.0kV

J 6.6kV

R 10kV

i
オプション

『PowerFlex 6000 Medium Voltage Drives Options List』を
参照してください。

位置

1 2 3 4 5 6 7 8 9

6000 A A A 41 M R 5 AL R 1 など

a b c d e f g h i
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付録 C

予防保守計画

PowerFlex 6000 の

保守計画

この年間予防保守計画に盛り込む作業として、ユニットの正面から見えるす
べてのドライブコンポーネントの目視点検、電源の電圧レベルの確認、通常
の清掃と保守、接触可能なすべての電源接続の締まり具合の確認などがあり
ます。

I – 点検

コンポーネントを点検して、ごみ、埃、塵の過剰な堆積や外部損傷などの兆
候がないかを確認する作業を意味します。

M – 保守

通常の予防保守作業に含まれない保守作業を意味します。

R – 交換

コンポーネントが平均動作寿命に到達した時点で、故障する可能性を最小限
に抑えるためにそのコンポーネントを交換する作業を意味します。ほとんど
の場合、コンポーネントの寿命はドライブの設計寿命よりも長くなります
が、使用状況や加熱などのさまざまな要因に左右されます。

C – 清掃

再利用できる部品 ( 具体的に、ドア取付け型のエアフィルタを指す ) の清掃

作業を意味します。

Rv – 審査

ドライブのハードウェアと制御に加えられた拡張 / 変更が特定用途に役立つ

かどうかを判断するためのロックウェル・オートメーションとの話し合いを
意味します。

RFB/R – 改修 / 交換

部品を低コストで改修するか、部品を新しい部品と交換することができま
す。
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付録 C 予防保守計画
表 8 予防保守のスケジュール (0 ～ 10 年 )

間隔 ( 立上げ日からの年数 )

コンポーネ
ントの位置

コンポーネント
のカテゴリ

コンポーネント / 要素 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

絶縁トラン
スキャビ
ネット

空冷システム

ドア取付け型のエアフィル
タ

C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R

上部取付け型の主冷却ファ
ン

I I I I RFB/
R I I I I RFB/

R

補助冷却ファン I I I R I I I R I I

一体型磁気 絶縁トランス I I I I I I I I I I

LV 制御
絶縁トランスの温度モニタ I I I I I R I I I I

電圧検知ボード I I I I I I I I I I

電源
モジュール
キャビネッ
ト

空冷システム

ドア取付け型のエアフィル
タ

C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R

上部取付け型の主冷却ファ
ン

I I I I RFB/
R I I I I RFB/

R

電源モジュール 電解コンデンサ(1) I I I I R I I I I I

その他 HECS I I I I I I I I I I

LV 制御キャ
ビネット

その他 AC/DC 電源 I I I I R I I I I I

UPS
UPS I I I I I I I I I I

バッテリ (UPS)(2) M M R M M R M M R M

LV 制御

PLC I I I I I I I I I I

制御ユニット I I I I I I I I I I

HMI I I I I I I I I I I

LV 制御リレー I I I I I I I I I I

LV 制御サーキットブレー
カ

I I I I I I I I I I

すべて 接続

LV コンポーネント端子お
よびプラグイン接続

I I I I I I I I I I

高圧ケーブルの接続 I I I I I I I I I I

トランス 2 次巻線の接続 I I I I I I I I I I

電源モジュールの入力電源
と出力電源の接続

I I I I I I I I I I

一般

拡張
ファームウェア Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv

ハードウェア — — Rv — — Rv — — Rv —

動作条件 パラメータ / 変数 I I Rv I I Rv I I Rv I

予備部品 在庫所要量 I I Rv I I Rv I I Rv I

(1) 電源モジュールは、交換計画の一環として工場で改修されます。

(2) バッテリ寿命を延ばすために、6 カ月ごとに UPS バッテリを完全に放電してから再充電します。
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予防保守計画 付録 C
表 9 予防保守のスケジュール (11 ～ 20 年 )

間隔 ( 立上げ日からの年数 )

コンポーネン
トの位置

コンポーネント
のカテゴリ

コンポーネント / 要素 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

絶縁トランス
キャビネット

空冷システム

ドア取付け型のエアフィルタ C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R

上部取付け型の主 冷却ファン I I I I RFB/
R I I I I I

補助冷却ファン I R I I I R I I I R

一体型磁気 絶縁トランス I I I I I I I I I I

LV 制御
絶縁トランスの温度モニタ I R I I I I I R I I

電圧検知ボード I I I I I I I I I I

電源モジュー
ルキャビネッ
ト

空冷システム

ドア取付け型のエアフィルタ C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R C/R

上部取付け型の主 冷却ファン I I I I RFB/
R I I I I I

電源モジュール 電解コンデンサ(1) R I I I I I R I I I

その他 HECS I I I I I I I I I I

LV 制御キャビ
ネット

その他 AC/DC 電源 R I I I I I R I I I

UPS
UPS I I I I I I I I I I

バッテリ (UPS)(2) M R M M R M M R M M

LV 制御

PLC I I I I I I I I I I

制御ユニット I I I I I I I I I I

HMI I I I I I I I I I I

LV 制御リレー I I I I I I I I I I

LV 制御サーキットブレーカ I I I I I I I I I I

すべて 接続

LV コンポーネント端子および
プラグイン接続

I I I I I I I I I I

高圧ケーブルの接続 I I I I I I I I I I

トランス 2 次巻線の接続 I I I I I I I I I I

電源モジュールの入力電源と
出力電源の接続

I I I I I I I I I I

一般

拡張
ファームウェア Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv Rv

ハードウェア — Rv — — Rv — — Rv — —

動作条件 パラメータ / 変数 I Rv I I Rv I I Rv I I

予備部品 在庫所要量 I Rv I I Rv I I Rv I I

(1) 電源モジュールは、交換計画の一環として工場で改修されます。

(2) バッテリ寿命を延ばすために、6 カ月ごとに UPS バッテリを完全に放電してから再充電します。
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付録 C 予防保守計画
Notes:
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付録 D

予備部品

予備部品リスト
部品番号 部品の説明 修理 交換

H5JZ-065-276-R 電源モジュール制御ボード 315 

H5JZ-065-269-R DB ボード (Ver. 1.0.0) 

H5JZ-065-271-01-R 制御ユニットデジタル信号プロセッサボード
(H5JZ-065-271-01) 

H5JZ-065-270-R 制御ユニットアナログ信号プロセッサボード
(Ver. 1.0.0) 

H5JZ-065-272-01-R CPU ボード (H5JZ-065-272-01) 

H5JZ-065-277-01-R PWM ボード (H5JZ-065-277-01) 

H5JZ.065.152-R 1200V HV DC-DC BAR-TYPE ボードアセンブリ 

H5JZ.065.065-R HMI 通信ボードアセンブリ 

H5JZ-065-032-R 電源モジュール・バランス・ボード・アセンブリ 

H3M45014-3.0KV-R 3kV 電圧検知ボードアセンブリ 

H3M45014-R 6kV 電圧検知ボードアセンブリ 

H3M45048-R 10kV 電圧検知ボードアセンブリ 

H02040199-01-R 制御ユニット (H02040199-01) ( すべてのボードを含む ) 

H01012343-R 制御ユニットエンクロージャ 

HTPUXX/030-AC3-R 30A 電源モジュール 

HTPUXX/040-AC3-R 40A 電源モジュール 

HTPUXX/050-AC3-R 50A 電源モジュール 

HTPUXX/060-AC3-R 60A 電源モジュール 

HTPUXX/075-AC3-R 75A 電源モジュール 

HTPUXX/080-AC3-R 80A 電源モジュール 

HTPUXX/100-AC3-R 100A 電源モジュール 

HTPUXX/120-AC3-R 120A 電源モジュール 

HTPUXX/150-AC3-R 150A 電源モジュール 

HTPUXX/180-AC3-R 180A 電源モジュール 

HTPUXX/200-AC3-R 200A 電源モジュール 

HTPUXX/300-AC3-R 300A 電源モジュール 

HTPUXX/380-AC3-R 380A 電源モジュール 

HTPUXX/420-AC3-R 420A 電源モジュール 

2711-T7C4D9 PanelView Plus 6 HMI 

HRH40M-50-60-R 50/60HZ 遠心ファン RH40M 

HRH45M-50-60-R 50/60HZ 遠心ファン RH45M 

H01020062-R ドアフィルタ (005 BK 25P P2 1700*1000*10) 

HFL-000090-R スタンバイフィルタ ( プラグ ) T-R 5 メータ 

H01220097-R UPS KR1000 1000VAH-AC220V I/O 

H01200077-R ホール効果電流センサ CHF (100G 100A-15V-5V-D35) 

H01200078-R ホール効果電流センサ CHF (200G 200A-15V-5V-D35) 

H01200079-R ホール効果電流センサ CHF (300G 300A-15V-5V-D35) 

HDQ-000015-R ホール効果電流センサ CHF (400G 400A-15V-5V-D35) 

H01200112-R ホール効果電流センサ CHF (500G 500A-15V-5V-D35) 
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付録 D 予備部品
H0109010169-R ヒューズ RGS7-700V-63A 

H0109010163-R ヒューズ RGS7-700V-80A 

H0109010164-R ヒューズ RGS7-700V-100A 

H0109010170-R ヒューズ RGS7-700V-125A 

H0109010165-R ヒューズ RGS7-700V-160A 

H01340697-R ヒューズ RGS7-700V-200A 

H01340698-R ヒューズ RGS7-700V-250A 

H0109020029-R ヒューズ RS98E-700V-350A 

H0109020099-R ヒューズ RS98G-700V-500A 

H5JZ-065-234-R IGBT FF450R17ME3 ドライブ・ボード・アセンブリ 

H5JZ-065-235-R IGBT モジュール FS450R17KE3 ドライブ・インター
フェイス・ボード



部品番号 部品の説明 修理 交換
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付録 E

トルク要件

トルク要件 設置と配線では、適切な締付けトルクを使用する必要があります。

表 10 締付けトルク要件

ねじのサイズ
締付けトルクの値

単位：Nm 単位：ポンドフィート

M4 1.4 1.0

M5 2.8 2.1

M6 4.6 3.4

M8 11 8.1

M10 22 16.2

M12 39 28.8

M14 62 45.7

M16 95 70.1

M20 184 135.7
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付録 E トルク要件
Notes:
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索引

数字
2 次巻線、点検 113

A
AC/DC 電源 97

G1 の交換 98
G2 の交換 98
G3 の交換 99
交換 98
出力電圧の確認 97
点検 97
保守計画 120

Acc Time 39
Accel 35

機能 37
Actual Frequency 35
Alarm

Acc Time 39
Code 39
Message 39
QTY 39

Allowed 34
Auto Bypass 49

B
Bulletin 番号 117

C
Code 39
Connect 34
CPU ボード 29
Current User、User 50

D
DB ボード、制御ユニット 29
Decel 35

機能 37

G
G1 電源

位置 97
交換 98

G2 電源
位置 97
交換 98

G3 電源
位置 97
交換 99

Guardmaster セーフティ・リミット・ス
イッチ 22

H
HECS

交換 95
点検 95

取付けブラケット 96
ハードウェア 95
保守計画 120

HMI
24V 電源ケーブル 108
Acc Time 39
Alarm 34
Code 39
Connect 34
EtherNet/IP 108
Home 34
Local 34
Message 39
MVClsd 34
Operation 34
P パラメータの復元 55
P パラメータの変更 53
QTY 39
Ready 34
Remote 34
Running 34
Settings 34
Trends 34
T パラメータの復元 55
T パラメータの変更 53
Warning 34
アラームステータス 39
アラームのソート 40
アラーム履歴 40
インターフェイス言語の変更 48
概要 33
構成制御 34
周波数トレンド 42
周波数の設定 36
ステータスインジケータ 34
接地ケーブル 108
設定 48
設定およびモニタボックス 35
操作のレイアウト 43
操作バー 35
追加情報 108
データケーブル 108
電圧トレンド 42
電流トレンド 42
ドライブの出力コンタクタの開閉 

46
ドライブの設定制御 34
ドライブの入力コンタクタの開閉 

46
トレンド 41
トレンド選択 41
バージョン情報 38
バイパスコンタクタの開閉 47
バイパスモードの確認 43
バイパスモードの選択 49
パラメータの変更 50
ファームウェア 114
保守計画 120
ユーザログイン 50
ローカル操作またはリモート操作

の選択 45
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索引
I
IEC721-1 10

L
Local 34
LV 制御キャビネット 28

AC/DC 電源 97
AC/DC 電源の交換 98
G1 AC/DC 電源の交換 98
G2 AC/DC 電源の交換 98
G3 AC/DC 電源の交換 99
HMI の交換 107
HMI ファームウェア 114
LV制御サーキットブレーカの交換 

110
LV 制御サーキットブレーカのハー

ドウェア 111
LV 制御リレーの交換 109
LV 制御リレーのハードウェア 109
PLC の点検 104
UPS 100
UPS の交換 101
UPS バッテリ電圧のテスト 103
UPS バッテリの交換 102
コンポーネントのレイアウト 28
サーキットブレーカの位置 100
制御ボードの交換 104
制御ユニットの交換 104

LV 制御サーキットブレーカ
位置 110
交換 110
ハードウェア 111

LV 制御ユニット 29
LV 制御リレー

位置 109
交換 109
ハードウェア 109
保守計画 120

M
Manual Bypass 49
Motor Current 35
Motor Speed 35
Motor Voltage 35
MVClsd 34
MV ドア・セーフティ・インターロック 

22
位置 22

P
PLC 31

コンポーネント 31
追加情報 104
点検 104
保守計画 120

PowerFlex 6000
Bulletin 番号 117
エンクロージャのタイプ 118
カタログ番号の説明 117
技術仕様 115

公称負荷 ( モータ ) 電圧 118
公称ライン電圧 118
高度定格 117
サービスデューティ 117
周囲温度コード 117
絶縁トランスキャビネット 18
絶縁トランスキャビネットのレイ

アウト 19
電源ケーブル配線の概要 23
トルク要件 125
ファームウェアバージョン 38
保守計画 119
ライン周波数 118
立面図 17, 18

P パラメータ、復元 55

Q
QTY 39

R
R&D Settings、機能 48
Ready 34
Remote 34
Reset 35

機能 37
Running 34

S
Set Frequency 35
Settings

R&D Settings 48
Setup Settings 48
System Settings 48
User Settings 48

Setup Settings、機能 48
Start 35

機能 37
Stop 35

機能 37
System Settings、機能 48

T
T パラメータ

復元 55
リスト 62

U
UPS 31

LV サーキットブレーカの位置 100
エンクロージャ 102
交換 101
前面図 101
テストバッテリ出力電圧 103
点検 100
取付けブラケット 103
バッテリの交換 102
保守計画 120

UPS バッテリ、保守計画 120
User Settings、機能 48
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索引
V
Version Information

画面のレイアウト 38

W
Warning 34

ア
アナログ信号プロセッサボード (AT) 29
アラーム

アラームのリセット 39
ソート 40
リスト 63
リセットステータス 39
履歴 39

アラームステータス 39
アラームのリセット 39
アラーム履歴 40

イ
一般的な注意事項 8

エ
エアフィルタ 79

位置 79
交換 79
清掃 79

エンクロージャのタイプ 118

オ
温度モニタ 21

ユーザーズマニュアル 21
レイアウト 21

カ
カタログ番号の説明 117
環境条件 10

IEC721-1 10
高度 10
周囲温度 10

簡略化した電気回路図 11
10,000V (54 パルス - 27 基の電源モ

ジュール ) 11
3000V/3300V (18 パルス - 9 基の電

源モジュール ) 11
6000V/6600V (36 パルス - 18 基の電

源モジュール ) 11

キ
技術仕様 115

ケ
言語、HMI 言語の変更 48

コ
コイル、保守 112
高圧ケーブルの接続、保守計画 120
公称負荷 ( モータ ) 電圧 118
公称ライン電圧 118
高度 10,  117
固定式電源モジュール

カタログ番号 26
基本原則 25
交換 86
構成 24
コンポーネント 26, 87
重量 86
出力端子の位置 26
仕様 86
寸法 86
低圧電源モジュール 25
定格出力 86
定格電流 26
ハードウェア 87
ヒューズの位置 26
ヒューズの交換 93
予備部品番号 26
ライン端子の位置 26

サ
サービスデューティ 117
サービスとサポート 8

シ
周囲温度 10
周囲温度コード 117
周波数トレンド 42
周波数の設定 36
出力電圧、AC/DC 電源 97
出力モータ電源ケーブルの接続

位置 19
主要なコンポーネント 13
準拠規格 14

GB 10233.2005 15
GB 12668.3-2006 15
GB 12668.4-2006 15
GB 12668.701-2013 15
GB 156-2007 15
GB 2682 15
GB 3797-2005 15
GB 4208-2008 15
GB 7678-87 15
GB/ 13422-2013 15
GB/T 12668.4-2006 15
GB/T 14549-93 15
GB/T 15139-94 15
GB/T 16935.1-2008 15
GB/T 1980-2005 15
GB/T 2423.10 15
GB/T 2681 15
GB/T 2900.18-2008 14
GB/T 3859.1-2013 14
GB/T 3859.2-2013 14
GB/T 3859.3-2013 15
GB/T 4588.1-1996 15
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索引
GB/T 4588.2-1996 15
GB1094.11 -2007 15
IEC 106、1989 14
IEC 60038、1983 14
IEC 60050-151、2001 14
IEC 60050-551、1999 14
IEC 60076 14
IEC 60146 14
IEC 60721-3-1、1997 14
IEC 60721-3-2、1997 14
IEC 60721-3-3、2008 14
IEC 60757-1983 14
IEC 61000-2-4、2002 14
IEC 61000-4-7、2002 14
IEC 61508.1-7 14
IEC 61800-3、2004 14
IEC 61800-4、2004 14
IEEE 519 14
IEEE 519-1992 15

上部取付け型の主冷却ファン 21, 27
位置 19
交換 80
点検 80
ハードウェア 81
ファンの平衡状態 82
保守計画 120

セ
セーフティ・ドア・スイッチ、位置 19
制御電圧 118
制御ボード

交換 105
ハードウェア 105

制御ユニット 29
CPU ボード 29
HMI 通信インターフェイスの位置 

29
PWM ボード A 29
PWM ボード B 29
PWM ボード C 29
光ファイバー用ソケットの位置 29
アナログ信号プロセッサボード 29
インターフェイス端子 29
概略図 30
機能の要約 29
交換 104
コンポーネントのレイアウト 29
制御ボードの交換 105
説明 29
デジタル信号プロセッサボード

(DT) 29
点検 104
ハードウェア 105
部品の説明 30
保守計画 120

絶縁トランス
1 次巻線の定格電圧 20
2 次巻線の電圧 20
2 次巻線の点検 113
3 相 1 次コイル 20
HECS の交換 95
位置 19
エアフィルタの交換 / 清掃 79

温度モニタ 21
上部取付け型の主冷却ファン 80
上部取付け型の主冷却ファンの交

換 80
絶縁トランスの補助冷却ファンの

交換 83
電圧検知ボード 23
電圧検知ボードの交換 84
点検 83
電源ケーブル配線の概要 23
ファンの平衡状態 82
保守計画 120
補助冷却ファン 21

絶縁トランス LV ドア、温度モニタ 21
絶縁トランスキャビネット

引出し式電源モジュールドライブ
構成のコンポーネント 19

レイアウト 19
絶縁トランスの MV ドア・セーフティ・

インターロック 22
絶縁トランスの補助冷却ファン 19, 21, 

82
交換 83
サーキットブレーカの位置 82
試験 82
点検 82
ハードウェア 83
保守計画 120

接続の概要 12
設定およびモニタボックス 35

Actual Frequency 35
Motor Current 35
Motor Speed 35
Motor Voltage 35
Set Frequency 35

設定の概要 48
セットアップ設定

P パラメータ 53
P パラメータの変更 53
T パラメータ 53
T パラメータの変更 53

セットアップログイン 53

ソ
操作、レイアウト 43
操作バー

Accel 35
Decel 35
Reset 35
Start 35
Stop 35

その他の資料 7

タ
立上げサポート 8
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索引
テ
デジタル信号プロセッサボード (DT) 29
電圧検知ボード 19, 23

位置 ( 固定式構成 ) 19
位置 ( 引出し式電源モジュール構

成 ) 19
交換 84
断熱ボード 84
点検 83
電源ケーブル配線の概要 23
ハードウェア 84
保守計画 120

電圧トレンド 42
電源モジュール

固定式電源モジュールの交換 86
出力電源の接続の点検 114
入力電源の接続の点検 114
引出し式電源モジュールの交換 89

電源モジュールキャビネット 24
HECS の交換 95
エアフィルタの交換 / 清掃 79
固定式電源モジュール構成 24
上部取付け型の主冷却ファン 80
上部取付け型の主冷却ファンの交

換 80
絶縁トランスの補助冷却ファンの

交換 83
電源ケーブル配線の概要 23
引出し式電源モジュール構成 24
ファンの平衡状態 82

電流トレンド 42
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当社のサポートサービス

ロックウェル・オートメーションは、製品の使用を支援するための技術資料を Web で提供しています。 
http://www.rockwellautomation.com/support には、技術資料、テクニカルノートとアプリケーションノート、

サンプルコード、ソフトウェア・サービス・パックへのリンク、およびこれらのツールを最大限に活用でき
るようにカスタマイズ可能な My Support 機能が用意されています。

また、http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase にある当社のナレッジベースにアクセスして、FAQ、

技術情報、サポートチャットとサポートフォーラム、ソフトウェア更新を利用したり、製品通知更新にサイ
ンアップしたりすることもできます。

設置、構成、トラブルシューティングのさらなるテクニカル電話サポートのために、TechConnectSM Support 
Program を提供しています。詳細は、代理店またはロックウェル・オートメーションの支店に問い合わせる

か、または http://www.rockwellautomation.com/support/ をご覧ください。

設置支援

ロックウェル・オートメーションでは、製造工場から出荷されるときに製品について完全に動作することを
テストしていますが、製品が機能しない場合に返品する必要があるときには、以下のように手続きを行って
ください。

製品の返品

ロックウェル・オートメーションでは、製造工場から出荷されるときに製品について完全に動作することを
テストしていますが、製品が機能しない場合に返品する必要があるときには、以下のように手続きを行って
ください。

マニュアルに関するご意見やご要望

お客様のコメントはより良いマニュアル作りに役立ちます。 マニュアルの改善についてご提案があれば、

フォーム (Pub.No.RA-DU002 (http://www.rockwellautomation.com/literature/ で入手可能 )) にご記入ください。

米国またはカナダ 1.440.646.3434

米国またはカナダ以外 ワールドワイドロケータ (http://www.rockwellautomation.com/rockwellautomation/support/
overview.page) をご利用いただくか、最寄りのロックウェル・オートメーションの営業所まで

ご連絡ください。

米国 代理店にご連絡ください。返品手続きを行うには、代理店にカスタマサポートのケース番号を
知らせる必要があります ( ケース番号は上記の電話番号に問い合わせる )。

米国以外 返品手続きについては、地域のロックウェル・オートメーションの支店にお問い合わせくださ
い。

高圧製品の連絡先： 135 Dundas Street, Cambridge, ON, N1R 5X1 Canada
電話番号：(1) 519.740.4100、Fax 番号：(1) 519.623.8930、Web サイト : www.ab.com/mvb

Allen-Bradley、Rockwell Software、Rockwell Automation、およびTechConnectは、Rockwell Automation, Inc.の商標です。

Rockwell Automationに属さない商標は、それぞれの企業に所有されています。

http://www.rockwellautomation.com/locations/
http://www.rockwellautomation.com/support
http://www.rockwellautomation.com/knowledgebase
http://www.rockwellautomation.com/support/
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/du/ra-du002_-en-e.pdf
http://www.rockwellautomation.com/literature/

	PowerFlex® 6000高圧可変周波数ドライブ
	お客様へのご注意
	目次
	はじめに
	はじめに
	本書の対象読者
	本書に記載されてい ない内容
	参考資料
	一般的な注意事項
	サービスとサポート
	立上げのサポート


	第1章 概要
	安全に関する注意事 項
	環境条件
	動作方法
	Cascaded “H” Bridge (CHB)トポロジ

	簡略化した電気回路 図
	準拠規格

	第2章 ドライブシステムのレイアウト
	立面図
	絶縁トランスキャビ ネット
	絶縁トランス
	絶縁トランスの温度モニタ
	絶縁トランスの補助冷却ファン
	上部取付け型の主冷却ファン
	入力ライン電源ケーブルの接続
	出力モータケーブルの接続
	ドア位置リミットスイッチ
	電圧検知ボード

	電源モジュールキャ ビネット
	電源モジュール
	ホール効果電流センサ(HECs：Hall Effect Current Sensor)
	上部取付け型の主冷却ファン

	LV制御キャビネット
	制御ユニット(すべてのモジュール)
	PLC
	HMI
	UPS


	第3章 設定および操作
	概要
	メインインターフェ イス
	ドライブの設定および構成制御
	ステータスインジケータ
	操作バー
	設定およびモニタボックス

	メインインターフェイ ス制御
	周波数(Hz)の設定
	ドライブ動作制御
	バージョン情報の表示

	アラーム
	アラーム履歴

	トレンド
	電圧トレンド、電流トレンド、または周波数トレンドの表示

	操作
	バイパスモードの確認
	ローカル操作またはリモート操作の選択
	ドライブの入力コンタクタと出力コンタクタの開閉
	バイパスコンタクタの開閉

	設定
	システム設定
	ユーザ設定
	ユーザパラメータの変更
	セットアップ設定
	PまたはTパラメータの表示/変更
	“P”または“T”パラメータの復元


	第4章 パラメータおよびファンクションコード
	Pパラメータ
	Tパラメータ
	アラームリスト

	第5章 予防保守およびコンポーネンの交換
	安全
	はじめに
	日常の点検
	定期保守間隔

	物理的点検(高電圧 も制御電源も存在し ない状態)
	電源接続の点検
	物理的点検
	高圧試験
	フォルト状態後の保守

	最終報告書
	絶縁トランスキャビ ネット
	ドア取付け型のエアフィルタの交換/清掃
	上部取付け型の主冷却ファンの点検
	上部取付け型の主冷却ファンの交換
	ファンの平衡状態
	絶縁トランスの補助冷却ファンの点検
	絶縁トランスの補助冷却ファンの交換
	絶縁トランスの点検
	電圧検知ボードの点検
	電圧検知ボードの交換
	ドア位置リミットスイッチの点検
	ドア位置リミットスイッチの交換

	電源モジュールキャ ビネット
	ドア取付け型のエアフィルタの点検、清掃、または交換
	上部取付け型の主冷却ファンの点検または交換
	電源モジュールの点検
	電源モジュールの交換
	電源モジュールのヒューズの交換
	HECSの点検または交換
	ドア位置リミットスイッチの点検または交換

	LV制御キャビネット
	AC/DC電源の点検
	AC/DC電源の交換
	UPSの点検
	UPSの交換
	UPSバッテリの交換
	PLCの点検
	制御ユニットまたは制御ボードの点検/交換
	HMIの点検
	HMIの交換
	LV制御リレーの交換
	LV制御サーキットブレーカの交換
	コイルの点検
	接点の点検
	パイロットライトの点検
	ロック装置とインターロック装置の点検

	接続
	LVコンポーネント端子およびプラグイン接続の点検
	高圧ケーブルの接続の点検
	電源ケーブルと制御線の端子の点検
	トランスの2次巻線の点検
	電源モジュールの入力電源と出力電源の接続の点検

	一般
	ファームウェアとハードウェアの審査
	予備部品の点検/審査


	付録A 技術仕様
	付録B カタログ番号の説明
	付録C 予防保守計画
	PowerFlex 6000の 保守計画

	付録D 予備部品
	予備部品リスト

	付録E トルク要件
	トルク要件

	索引
	当社のサポートサービス
	裏表紙



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




